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（ “exc lus ive ly ”）捉えるか、アフリカン・アメリカンが書いた作品やア
フリカン・アメリカンの子どもが書かれた作品を包括的に（ “ inc lus ive ly ”）
含めるかによって定義が異なる（ Martin  “Afr i can  A mer ican”  10）。だが、
アフリカン・アメリカンの作家が十代までのアフリカン・アメリカンの
子どもや若者のために書いた作品を主に指し、19 世紀の作家・作品を源
流として 1920 年代のハーレム・ルネッサンス（ H ar l em  R e na i s san ce）
期に盛り上がり、大恐慌とともにしぼんだものの、1960 年代末から質量
ともに再び拡大した（ Bishop  Free  With in  Ourse l ves  “ In troduct i on”  
n .pag .）というまとめで、おおむね合意を得るようである。本論では、
この合意を踏まえた上で、主にアフリカン・アメリカンの作家がアフリ





字を習ってストーリーを楽しめる 6 歳から 12 歳と考えられ、アメリカ






1 .  アフリカン・アメリカン児童文学の形成  
 
ⅰ .  19 世紀アメリカ児童文学の中の黒人  
 
アメリカ国産の児童文学は、19 世紀前半のアメリカン・ルネッサンス







キ ャ ノ ン
である Li tt le  Women（ 1868）の作者ルイーザ・メイ・
オルコット（ Louisa  May  Al co tt ,  1832 -88；以下オルコット）は、熱心
な奴隷制度廃止論者だった 2。父親のエイモス・ブロンソン・オルコット
（ Amos  Bronson  Al cot t ,  1799 -1888）は、私財を投じて設立したテンプ
ル・スクール（ The Temple  Schoo l）に黒人の生徒を入学させ、経営難
の学園に最後の一撃をくわえて倒産させたほどの人物で、オルコットも
黒人奴隷に強い同情の念を持っていた。南北戦争（ Civi l  War,  1861 -65）
で北軍の従軍看護師として働いた体験を土台に書いた大人向けの中編小
説 Hospi ta l  Sketches  （ 1863）には、オルコットの分身で主人公の白人
女性トリビュレイション（ Tri bula t ion；トリブ [Tr ib ]）が、黒人の赤ち
ゃんにキスをしたり、黒人の中に「決着がつくときまで待ちながら希望
を見つめ続ける辛抱強い魂」（ “ the  pat i ent  hear ts  that  wai t  and  watch 
and  hope  unt i l  the  end”  75）を見いだしたりする場面が描かれている。 
だが、少女向けに執筆された Lit t l e  Women には黒人への共感は周到
8 
 
に隠されている。メグ（ Meg）、ジョー（ Joe）、ベス（ B eth）、エイミー
（ Amy）の四姉妹の父親であるマーチ氏（ Mr.  March）は北軍の従軍牧
師として出征しているが、全編を通じて自由黒人や奴隷の描写はなく、
続編の Li tt le  Men（ 1871）や Jo ’s  B oys（ 1887）にも黒人はほとんど登
場しない 3。Lit t le  Men で、次女のジョーと夫のベア（ Bhaer）教授が設
立するプラムフィールド学園（ Plumfi e ld）は、ブロンソン・オルコッ
トのテンプル・スクールをモデルにしているにもかかわらず、生徒は、
メグやジョーの子どもたちのほか、青い眼のナット（ Nat）、金髪のフラ




少年小説の The Ad ventures  o f  Tom Sawyer（ 1876）を書いたマーク・
トウェイン（ Mark  Twain  [Samuel  Langhorne  Clemens ] ,  1835 -1910）
も、自伝によると、ミシシッピ川流域で「すべての黒人はぼくたちの友
だちだった」（ “Al l  the  negroes  were  f r i ends  o f  ours ”  Twain  
Autobi ography  1348 /9152）といえる幼少期を過ごした。近所に住んで
いた奴隷のアンクル・ダニエル（ Uncle  Dan ’ l）は特になつかしく回顧さ
れ（ Pet t i t  19）、 The Ad ventures  o f  Huckleberry  F inn（ 1885）に登場
する逃亡奴隷のジム（ Jim）の造形にも影響している。作中で、ジムは、
後見人の家から逃げ出した白人少年ハック（ Huck）を知的に諭し、「文






いた」（  “We  were  comrades ,  and  ye t  not  comrades ;  co lor  and  condi t i on  
interposed  a  subt le  l ine  wh ich  both  part i es  were  consc i ous  o f  and  
which  rendered  complete  fus i on  imp oss ib le ”  Autobiography  
1365 /9151）ことも明らかにしている。  
主体的な逃亡奴隷ジムを創造したトウェインにとってさえ、人種分離




（  “Through  J im’s  wi l l ing ness  t o  sacr i f i c e  h is  f r eedom to  care  f or  
Tom,  and  through  Tom’s  assump tion  that  he  can  pay  J i m for  taking  
advantage  o f  h i m,  f or  p laying  games  wi th  J im’s  l i fe  fo r  h i s  own  
amusement”  Ni lon  1349）、白人少年トム（ Tom）の遊びに矮小化され、
人間としての黒人奴隷の誇りの深みには達しない。  
さらに、同時代の廉価な挿絵付の本では、黒人への偏見が視覚的にも
拡大されていた。イギリス人作家ヘレン・バンナーマン（ Helen  
Bannerman ,  1862 -1946）は、夫の赴任でインドに滞在していたときに













アス（ Frank Dobias ,  1902 -?）5をはじめ 1930 年代までに出された Li t t le  




トン（ Fl orence  Kate  Up ton ,  1873 -1922）は、 The  Adventures  o f  Two  
Dutch  Dol l s  and  a  Gol l iwogg  （ 1895）という絵本をアメリカとイギリ
スの両方で出版した。この絵本には、オランダ人形とともに、縮れた黒





響を与えたハリエット・ビーチャー・ストウ（ Harrie t  Beecher  Stowe ,  
1811 -96）の小説 Uncle  Tom’s  Cabin（ 1852） 6には、嘘つきで乱暴なト
プシー（ Topsy）という奴隷少女が脇役として登場する。彼女は、白人
の大農園主セントクレア（ St .Clare）氏の家内奴隷で、セントクレア氏








シーの道化ぶりは、ジム・クロウ（ Jim Crow） 7やジップ・クーン（ Zip  
Coon） 8のようなミンストレル・ショウのキャラクターを想起させ、戯
画的で醜い。 The  Story  o f  Topsy  from U ncle  Tom’s  Cab in  （作者不詳  
1908）のように「良くなった」トプシーが描かれる場合はその改心も劇
的で、原作と筋も異なり、オフィーリアの薫陶を受けたトプシーはアフ




ⅱ .  アンクル・リーマスの功罪  
 
次に、アフリカン・アメリカンの文芸に知的な興味を持って接近した
白人によるテクストはどうだっただろうか。ジョージア州の Atlanta  
Const i tu t ion 紙の白人ジャーナリストだったジョエル・チャンドラー・
ハリス（ Joel  Chand ler  Harr is ,  1848 -1908）は、同僚記者のサム・スモ
ール（ Sam W.  Smal l ,  1851 -1931）がコラムで黒人英語を用いていたこ






Uncle  Remus ;  His  Songs  and  Say ings 以下、 Nights  wi th  Uncle  Remus  
（ 1883）、Uncle  Remus  and  His  Fr i end s  （ 1892）、Told  by  Uncle  Remus  
12 
 
（ 1905）、Uncle  Remus  and  Brer  Rabbi t  （ 1907）、Uncl e  Remus  and  the  
L i t t le  Boy  （ 1910）、 Uncl e  Remus  R eturns  （ 1918）、 Seven  Tal es  o f  
Uncle  Remus  （ 1948）と続いた。  
Uncle  Remus は、「熟達した技巧をもって、およそ民話のほんの粗筋
以上のものではないものに手を加え、緻密に研究したジョージア州の黒
人に特徴的な話し言葉でふくらませ、語り手としての素晴らしい才能を
用いた」（ “worked  wi th  much  sk i l l  on  what  was  o f ten  not  more  than  a  
bare  out l ine  o f  a  fo lk - s tory,  enr i ch ing  i t  wi th  charac ter is t i c  Georgia  
Negro  speech ,  wh ich  he  had  s tud ied  c l ose ly,  and  us ing  h is  own  








（ ……） even  sympathet i c  charac ter izat ions  o f  the  b lack ,  such  as  
Uncle  R emus  by  Joe l  Chandler  Harr is ,  were  fa r  more  re lated  to  a  
rac is t  textual  trad i t ion  that  s temmed  f rom mins tre lsy,  the  
p lanta t i on  nove l ,  and  vaudevi l l e  than  to  a  representa t ions  o f  
spoken  l anguag e   












ないほどのすばやさと正確さで共有されていたという。   








インドの思想家ガヤトリ・チャクラヴォルティ・スピヴァク（ Gayatr i  
Chakravorty  Sp ivak）のサバルタン論における「ネイティブ・インフォ
ーマント」（ Spivak  Cri t i que  [邦訳 ]  22）すなわち、「それ自体としては
空白でありながら、西洋（あるいは西洋モデルの学問）のみが書き込む

























ル人形にウサギの手足がくっついて捕まる “The  Wonder fu l  Tar -Baby  
Story”の話にも、捕まったウサギがキツネを騙して無事に生まれ故郷の
イバラの茂みに戻る後日譚の “How Mr.  Rabbi t  Was  Too  Sharp  fo r  Mr.  
Fox”にも、捕食の切実さはない。ウサギは、キツネの仕掛けたタール人
形が挨拶せず、敬意も払わないという「社交性と礼儀」（ Fray &  Gri f f i th  




その闘争の中身も変わる。たとえば  “How Mr.  Rabbi t  Was  Too  Sharp  
fo r  Mr.  Fox”では、キツネが計略にかかり、「とんだりはねたり、泣いた
りわめいたりしたが、ミスター・マンは、クマンバチの巣をやっつける
みたいに雨あられと叩きつづけた」（ “he  juk  en  he  jump,  en  he  squea l  
en  he  squal l ,  bu t  Mr.  Man ,  he  shower  d own  on ’ im he  d id ,  l i ke  f i gh t in ’ 
a  red  was ’nes ”  （ Harris  C omple te   90）と語られる。この暴力は、白
人農園主が黒人奴隷にふるっていた暴力を想起させる。アナンシがのび
のびと食べ物を狩っていたアフリカの大地から、集約的に管理されたア
メリカの農地に舞台を移すとき、Uncl e  Remus の動物たちのふるまいの
残酷さや暴力も大農園の主人 -奴隷の文脈に根ざすものになる。  
リーマスの語る暴力を笑う白人の読者はミンストレル・ショウや奴隷
へのリンチを見て笑う観客と同じである。黒人作家のラルフ・エリソン
（ Ralph  Waldo  El l i son ,  1914 -94）は、アメリカで黒人として生きるこ
との現実を追求した。リーマスの話で語られる暴力を笑える観客は、エ
リソンの Invis ib l e  Man  （ 1952）で、電流を通したカーペットにコイン
をばらまいて黒人の子どもに拾わせ、お金欲しさに感電する様子を笑う
白人の旦那衆に似ている。あるいは、人種差別の激しいミシシッピ州出
身の黒人作家リチャード・ライト（ Ri chard  Wright ,  1908 -1960）の自













We  fought  f our  hard  rounds ,  s tabbing ,  s lugging ,  grunt ing ,  
sp i t t ing ,  curs i ng ,  c ry ing ,  b l eed ing .  The  shame and  anger  we  fe l t  
fo r  hav ing  a l lowed  ourse lves  t o  be  du p ed  crep t  in to  our  b l ows  and  
b lood  ran  in to  our  eyes ,  ha l f  b l ind ing  us .  The  hate  we  f e l t  f or  the  
men  whom we  had  t r ied  to  cheat  went  into  the  b lows  we  threw at  
each  o ther.  












じき  /  カラスにおじぎ  /  つま先の柔らかい紳士 [ウサギ ]を連れてこい  
/  ジム・クロウ跳びをするために」（ “Make  a  bow ter  de  Buzzard  en  /  den  
ter  d e  Crow,  /  Takes  a  l imber - toe  gemmun fer  /  ter  jump  J im Crow”  
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ⅲ .  アフリカン・アメリカン児童文学の成立から発展まで  
 










ドモン・フォーセット（ Jess ie  Redmon  Fauset ,  1882 -1961）やネラ・
ラーセン（ Nel la  Larsen ,  1891 -1964）は The  Brownies ’ B ook の発行に
も関わった。文学作品の Plum Bun :  A Nove l  wi thout  Mora l（ Fauset ,  





た『動物たちが不機嫌なのも当たり前』 /  いらいらしていじわるでおか
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しくなっているみたい  /  動物たちが悲しいのももっともだ。 /  もし私が
檻に閉じこめられていたら  /  ひどくむしゃくしゃするはず  /  動物たち
はみんな遠くの国の子どもたちなのだ  /  あるいは、毎日自分たちを見物
に来る子どもたちの友だちなのだ  /  きっと夜になると夢を見る  自由
になっている自分の  /  緑豊かな日陰のある森で」 ( “And  thought ,  “No  
wonder  that  they ’ re  in  b lue ,  /  and  look  so  cross  and  mean  and  mad ,  /  
they  have  enough to  make  them sad .  /  I f  I  were  l ocked  up  in  a  cage ,  /  
I ’d  jus t  be  in  an  awful  rage .  /  Perhaps  they  are  ch i ld ren  o f  far  away,  /  
or  f r iends  who  watch  fo r  them every  day ;  /  Perhaps  they  d ream at  









The Brownies ’ B ook が経済的理由により 2 年間で廃刊になると、アフ
リカン・アメリカン児童文学の火は一度、ほとんど消える。ハーレム・
ルネッサンス期に高校教師や図書館員の仕事をし、執筆を始めたアー
ナ・ボンタン（ Arna Bontemps ,  1902 -73） 1 2は、中編 Bubber  Goes  to  














するだけである 1 3。  
Bubber と同じ時期の 1932 年にボンタンが出版した作品に、Ⅲ -１ -ⅰ
で扱う、ラングストン・ヒューズと共著の Popo  and  Fi f ina があり、ア
フリカン・アメリカン初の児童文学作品と見なされている。だが、Popo  














にとどまった。ジェシー・ジャクソン（ Jesse  Jackson ,  1908 -83）の Cal l  
Me Charl i e（ 1945）は、父親が転職して黒人地区のボトムス（ Bottoms）
から白人地区のハイツ（ Heights）に転入し、文字通り上昇を経験する
少年チャーリー（ C harl i e）の物語である。本来、「白人たちにはけっし
て口答えするものじゃないよ、たとえおまえが正しくて、白人た ちが絶
対に間違っているとしてもだよ」（ Guy Chi ldren  [邦訳 ]  156）と教え込
まれるのが当たり前の時代にあって、チャーリーは自分を「黒んぼ」
（ Sambo）と呼んだ白人少年トム（ Tom）に、憶することなく「ぼくの
名前はチャールズ。チャールズ・モスだ」（ “My  name  i s  Char l es .  Char les  








楽業界に定住したレイ・チャールズ（ R ay  Charles  Rob inson ,  1930 -2004）










品が引き続き読まれる一方、ヴァジニア・ハミルトン（ Vi rgi n ia  Hami l ton ,  
1936 -2002）、ミルドレッド・テイラー（ Mildred  Tay lor,  1943-）、ジュ
リアス・レスター（ Jul ius  Les ter,  1939 -）、ウォルター・ディーン・マ
イヤーズ（ Walter  Dean Myers ,  1937 -2014）、アリス・チルドレス（ Al ice  
Chi ldress ,  1912 -94）、ローザ・ギー（ Rosa  Guy,  1922 -2012）などの作
家が台頭し、「何を書くか」から「どのように書くか」へ、アフリカン・
アメリカン児童文学は豊穣化していく。1970 年には、アメリカ図書館協
会（ A meri can  Library  Assoc ia t ion ;  ALA）の後押しを受けて、その年に
活躍したアフリカン・アメリカン作家を表彰するコレッタ・スコット・
キング賞 1 4（ Coret ta  Scot t  King  Award）が創設された。初代受賞者に
は、 Martin  Luther  King,  Jr. :  Man  o f  Peace  （ 1969）を書いたリリー・
パターソン（ Li l l i e  Pat terson ,  1917 -99）が選ばれ、 1974 年からは作家
賞のほかに画家賞も設けられて拡充している 1 5。  
広範で大衆的な読者の獲得という点で、ジョン・Ｈ・ジョンソン（ John 
H.  Johnson ,  1918 -2005）は、 1973 年にジョンソン出版社（ Johnson  
Publ i sh ing  Company）を設立し、雑誌 Ebony  Jr !  を創刊した。親雑誌
の Ebony!  は 1945 年創刊の総合誌で、アフリカン・アメリカンがいか
に幸福に生きるかに焦点を当て、アフリカン・アメリカンの有名人への
インタビューから人種差別問題までさまざまな切り口を持つ。マイケ
ル・ジャクソン（ Michael  Jackson ,  1958 -2009）やマライア・キャリー
（ Mariah  Carey,  1970 -）らのアフリカン・アメリカン著名人を積極的に
表紙に起用し、創刊時の 5 万部から、 2011 年には 120 万部以上を売り




いる 1 6。  





（ Patr i c ia  McKissack ,  1944 -）、アンジェラ・ジョンソン（ Angela  
Johnson ,  1961 -）、ニッキ・グライムズ（ Nikki  Grimes ,  1950 -）らの次
世代の作家が現れた。新しい作品の中でも、闘争と勝利の記憶である公
民権運動はしばしば意識され、クリストファー・ポール・カーティス
（ Chris topher  Pau l  Cur t i s ,  1953 -）の The Watsons  Go  to  
B irmingham -1963  （ 1995）は、公民権運動のさなかに起きた 1963 年
のバーミンガム教会爆破事件を背景にし、リタ・ウィリアムズ＝ガルシ
ア（ Rita  Wi l l iams -Garc ia ,  1957 -）の One Crazy  Summer  （ 2010）も、
背景には 1960 年代の公民権運動の空気がある。  
現代では、2017 年のメイ・ヒル・アーバスノット・レクチャー賞（ May 
Hi l l  Arbuthnot  Honor  L ec ture  Award）を受賞したジャクリーン・ウッ
ドソン（ Jacquel in e  Woodson ,  1963 -）は最重要作家の一人である。両親
を亡くしたアフリカン・アメリカンの三兄弟の生活を描く Mirac le ’s  
Boy ’s  （ 2000）のほか、 Last  Summer  wi th  Mai zon（ 1990 )、Maizon  at  















2 . アフリカン・アメリカン児童文学への接近  
 



















次エチオピア戦争 ,  1935 -36）に反対して  “Cal l  o f  Ethi op ia ”（ 1935）か
ら始まる三部構成の詩でイタリアを批判し（ C al lahan  174）、カウンテ
ィ・カレンが “Her i tage ”の詩で「銅の太陽  あるいは  緋色の海  /  ジャ
ングルの星  あるいは  ジャングルの道」（ “Copper  sun  or  s car l et  sea ,  
/  Jungle  s tar  o r  jungle  t rack”  Cul len  Color  24）と書いて、アフリカに
精神的な憧れを投影している一方で、リチャード・ライトは、 Black  
Power  （ 1954）の中でアフリカが物理的にも精神的にもアメリカから隔
たっていると感じる。奴隷として捕えられた苦い過去や「中間航路」
（ Middle  Passage）の恐怖とアフリカを結びつける場合もある。トニ・
モリスン（ Toni  Morr ison ,  1931 -）の The Bluest  E ye  (1970）では、縮
れた毛や黒い肌が呪わしさの刻印となり 1 7、 Beloved（ 1987）では、「中
間航路」や奴隷労働における死者を象徴する少女ビラヴド（ Beloved）
が現れる。アリス・ウォーカー（ Al ice  Walker,  1944 -）は、家父長意識
の強いアフリカを批判し、 Possess ing  the  Secret  o f  Joy  （ 1992）で、
アフリカで強制的に行われている女性器削除の習慣を断罪している。  
他方で児童文学は、アフリカをより素朴に、ルーツの受容と結びつけ
ることができる。 Popo  and  Fi f ina（ 1932）は素朴な家庭物語の舞台に














































The  Oxford  Encyc l oped ia  o f  Chi ldren ’s  L i te ra ture によるとアフリカ










ジュニア（ Henry  L ouis  Gates  Jr.）が提唱した「もの騙り」（ “Sign i fy ” 










とは難しい。Huckleberry  F inn のジムは、愚かしく頑迷な奴隷であるこ
とを装い、「アフリカ民話でもアフリカン・アメリカン民話でも『もの騙
り』と深く結びつけられているトリックスターとしてもふるまって」
（ “He  was  a lso  behaving  as  a  ‘ t r i cks ter,  ’ a  f i gure  in t imate ly  l inked  
wi th  ‘ s i gn i fy ing ’ in  both  A fr i can  and  Afr i can -Ameri can  fo l k lore ”  
Fishkin  65）いるとされる。だが、Huckleberry  F inn を児童文学の範疇
で考えるなら、彼が「信頼できない語り手」（ “unre l iab le  ［ fa l l ib le］


















が分析を試みてきた。フレッド・イングリス（ Fred  Ing l i s）は The Promise  
o f  Happiness（ 1981）の中で、 Winni e  the  Pooh（ A .  A .  Mi lne ,  1926）
や Swal l ows  and  Amazons  (Ar thur  Ransome ,  1930）を例に子どもに「自
信と未来への希望」（  [邦訳 ]  297）を与える文学が児童文学であると論
じ、「小説は子どもたちに向かって幸福と、笑いの確実性を約束するもの
でなければならない」（ 482）  と述べている。シーラ・イーゴフ（ Shei la  




考えている。ピーター・ホリンデイル（ Peter  Ho l l indal e）は、 Si gns  o f  










アント・ソロモン（ Barbara  Bryant  So l omon）が Bl ack Empowerment :  
Soc ia l  Work  in  Op p ressed  C o mmun i t y  （ 19 76）の中で挙げた言葉で、









程」（ “a  process  whereby  the  soc ia l  worker  engages  in  a  s et  o f  
act iv i t i es  wi th  the  c l i en t  o r  the  c l i en t  sys tem that  a i m to  reduce  the  
powerlessness  that  has  been  created  by  negat i ve  va luat ions  based  on   






































トン（ Zola  Neale  Hurston ,  1891 -1960）は、アフリカン・アメリカンの
悲哀を徹底的に描きつつ、エッセイでは「私は悲劇的に有色なのではな











たとえば、 This  Land  i s  Our  Land（ Helbig  and  Perk ins ,  1994）では、
「どれほど共感的に描かれていたとしても、固定観念で書かれた登場人
物は、読み手の感情を揺さぶりこそすれ真の理解は生まない」（ “However  
sympathet i ca l l y  port rayed ,  s tereo typed  characters  may  engage  the  
reader ’s  emot ions  but  do  not  promote  rea l  understanding”  Held ig  








く』方法を学ぶ手助けをする」（ “such  l i t era ture  wi l l  re f le ct  back  to  the  
ch i ldren  the  pos i t i ve  images  o f  themselves ,  t ransmi t  some  o f  the  
shared  va lues  o f  the  A fr i can  A merican  communi ty,  and  he l p  them 

















































（ Thomas  Wentwor th  Higginson ,  1823 -1911） 1 9は、黒人部隊の兵士の
歌の歌詞や、「シャウト」（手拍子や足拍子を取り、歌いながら輪になっ
て動いていく動作）の様子を書きとめ、戦後の 1867 年 6 月に The  
At lant i c  Monthly 紙に 37 編を報告した（ Higginson  Web）。 1865 年に
テネシー州に設立されたフィスク黒人学校（ Fisk  Free  Co lored  Schoo l ,
後のフィスク大学 [F isk  Univers i ty ]）の白人音楽教師ジョージ・ L・ホ
ワイト（ George  L .  White ,  1838 -94）は黒人合唱団のフィスク・ジュビ
リー・シンガーズ（ Fisk  Jubi lee  Singers）を指導し、コンサートツア
ーをおこなう中で「奴隷歌」（ “ s lave  songs”）のレパートリーを増やし、
34 
 








体で知られるようになった。スコット・フィッツジェラルド（ Francis  
Scot t  Key  Fi tzgera l d  ,  1896 -1940）が Tales  o f  the  Jazz  Age  （ 1922)
で享楽的な都市文化の時代を「ジャズ・エイジ」（ “Jazz  A ge”）と呼んだ
ように、ジャズの退廃感や逸脱性はアメリカの都市文化の中で増幅され、
音楽場面に不可欠のものとなった。  
















年にフレディ・スプルエル（ Freddie  Sp ruel l ,  1893 -1956）がシカゴで
初めて “Mi lk  Cow Blues”の録音をおこない、トミー・ジョンソン（ Tommy 
Johnson ,  1896 -1956）やビッグ・ジョー・ウイリアムズ（ Bi g  Joe  Wi l l i ams ,  











けメロディとして提示」できる（ Jones  [邦訳 ]  60）。ブルースも即興と
セッションを大きな柱とし、楽理的にはⅠコード（トニック）、Ⅳコード
（サブドミナント）、Ⅴコード（ドミナント）を基本に、 12 小節コード





























ーチ（ New School  For  Soc ia l  Research）で学んだときに、ユダヤ系ア
















の解答を、デビュー時の 1960 年代にすでに持っていたのかもしれない。  
本論は「はじめに」と「おわりに」を除き、 4 章で構成されている。










Ⅰ  エンパワメントの土台‐ The Brownies ’ Book  
 
 Ⅰ章では、 1920 年代に発刊された雑誌 The  Brownies ’ B ook の意義を
考える。これは、1909 年に全米黒人地位向上協会（ National  Assoc ia t i on  
fo r  the  Ad vancement  o f  C olored  Peop le ;  NAACP）による月刊誌で、編
集長の W.E.B .デュボイスの知的背景も含め、この雑誌の理念がアフリカ







1 .  The B rownies ’ Book の概要  
 




（ Harr is  “Afr i can  A meri can  Chi ldren ’s  L i te ra ture ”  540）。頻発する人
種暴動を契機に、 1909 年に黒人問題を考える全米黒人地位向上協会
（ NAACP）が結成され、そこに加わった 2 名のアフリカン・アメリカン
のうちの一人が思想家の W・ E・ B・デュボイスである。デュボイスは、
言論面で黒人運動を牽引し、月刊機関誌の The  Cris i s の編集長を務めた。
The Cr is i s は、人種平等や黒人へのリンチ反対を訴えるエッセイや書評、
39 
 
詩から構成され、現在も発行が続けられている。 The  Cr is i s の別冊とし
て 1912 年から年に 1 冊刊行された子ども向けの別冊を月刊誌として独
立させたのが The  B rownies ’ Book で、創刊号の宣伝が The  Cris i s の





を強調することなども訴えた」（ Segal  [邦訳 ]  441）。彼が学生時代を過
ごした時期のハーバード大学では、チャールズ・サンダース・パース
（ Char les  Sanders  Pe irce ,  1839 -1914）やウィリアム・ジェイムズ
（ Wil l iam James ,  1842 -1910）らが、様々な背景を持つ移民が構成する
社会で「最後のもの、結実、帰結、事実に向かおうとする態度」（ James  
[邦訳 ]  62）を伴うプラグマティズムが必要であると論じていた。  





The Brownies ’ B ook がメルクマールとなりえたのは、同時代で現物が
残った希少性に加え、稀な知的達成をなしえ、進歩的な考えを持ちつつ、
アメリカの思想的背景に慎重に与したデュボイスの個人的な知性の力が
大きい。「（ 1）体系を排すること、（ 2）眼前の事実を重視すること、（ 3）
物事の理由を権威にたよらずに独力で探究し、結果をめざして前進する


















・ Cover  P i c ture .  P hotograph .  By  Battey .  
・ Frontp i ece -The  Empress  Zaoudi tou  
・ Pump kin  Land .  A Story.  Peggy  Poe .  I l lust ra ted  by  Hi lda  Wi lkinson  
・ The  Wi shing  Game.  A Poem.  Annet te  Browne  
・ The  Orig in  o f  White  Fo lks .  A Poem.  Annie  Virg in ia  Culber ton  
・ A Boy  Scout  Troop  o f  Phi l ade lphia .  A Pi cture  
・ Over  the  Ocean  Wave .  A Geography  Story.  I l lust ra ted  
・ Whole  Duty  o f  Ch i ldren .  A Poem.  Rep r inted  f rom R obert  Louis  
Stevenson  
・ Some  Li t t l e  Fr iends  o f  Ours .  Nine  P ictures  
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・ The  Jud ge  
・ Wai t ing  f or  a  Howard -Fisk  Foo tbal l  Game .  A Pic ture  
・ The  Jury  
・ Celebrat ing  Baby  Week  a t  Tuskegee .  A Pi cture  
・ The  Oui ja  Board .  A Story.  Edna  May  Harro ld  
・Playt i me .  “Hark ,  Hark ,  the  Dogs  Do  Bark . ”  A Nursery  Rhyme .  Dance  
by  Carr ied e l  B .  C ol e ,  wi th  mus ic  by  Farwel l  
・ Gir l ’s  Schoo l  in  A byss in ia ;  Y.W.C .A Gir l s  in  New York Ci ty  P i ctures  
・ As  the  Crow Fl i es  
・ The  Grown -Ups ’ Corner  
・ Chi ldren  in  the  S i lent  P ro tes t  Parad e  i n  N ew York  Ci ty  
・ Katy  Ferguson .  A True  Story  
・ Li tt l e  Peop le  o f  the  Month  
・ After  Schoo l .  A P oem.  Jess ie  Fause t .  Drawings  by  Laura  Wheel er  
・ GYP.  A F airy  Story.  A .  T.  Ki lpa tr i ck  
・ The  Boy ’s  Answer.  A .U.  C raig  
・ Poems .  I l lust ra ted .  Recrui t ,  Georgia  Douglass  Johnson ;  the  Tale  o f  
a  Ki t ten ,  James  Weldon  Johnson ;  The  Happy  Quai l . ,  Wi l l i am T.  
Wal lace ;  Singing ,  f r om  Rober t  Lewis  Stevenson ;  Dedi ca t ion .  Jess i e  
Fauset）  









アリー・メイプス・ドッジ（ Mary  Mapes  Dod ge ,  1831 -1905）が 1873
年から 1940 年まで編集長を務めた St .  Nicholas  Magaz ine  fo r  Boys  and  
Gir l s である。 St .  N icholas が端正な英語の小さな文字で書かれ、毎号




The B rownies ’ Books は創刊当初から財政難に苦しみ、 1920 年 12 月
号には、 12,000 部を売らないと発行が難しいにもかかわらず実売数が
5,000 部以下にとどまっているという窮状を訴えて、 5 年分前払いをし
た読者には 1 年分を無料にする、という広告が出されている。財政逼迫
を裏付けるように、1921 年 1 月号（資料⑯）から表紙が単色刷りになり、
最終的にはそれから 1 年間もたずに廃刊することになった。しかし、  
 
黒人の子ども時代に社会的、政治的な投資の取り組みをした雑誌と
して、The  Brownies ’ B ook はまさに画期的だった。より端的にいえ
ば、これは黒人の子どもを真面目に扱い、人種の偏見や文化の独自
性について述べた最初の雑誌である。  
As  a  magaz ine  that  addressed  the  soc i a l  and  po l i t i ca l  
inves tments  o f  b lack  ch i ldhood ,  The  Browni es ’  B ook  was  tru ly  
groundbreaking .  More  to  the  po int ,  i t  was  the  f i r s t  magaz ine  to  
take  b lack  ch i ldren  ser i ous l y,  to  t e l l  them the  t ruth  about  rac ia l  
pre jud i ce  and  cu l tura l  d is t inc t i veness  
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The  Brownies ’ B ook という命名からは、褐色の肌、子どもの好きな菓
子、ボーイスカウトやガールスカウトの中の年少隊の名前、家付き妖精
のブラウニー、カナダ生まれのパーマー・コックス（ Palmer  C ox ,  




子どもに「ブラウニー」（ “Brownie ”）と呼びかけている。  




同じ雑誌を手に取ったとしても、たとえば The  Brownies ’ B ook と同じ
1920 年 1 月に発行された雑誌 St .  Nicholas  Magazine  f or  B oys  and  
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のウィリアム・クリストファー・ハンディ（ Wil l i am Chris topher  Hand y,  
1873 -1958）が、奇妙な風体の貧しい黒人がナイフをピック代わりに駅
で奏でていたギターの音色を「これまで聞いた中で一番奇妙な音楽」
（ “ the  wei rdes t  music  I  had  ever  heard”  Hand y 74）として聞き取った





た者の苦悩であり、冷笑家の理性である」（ “Blues  i s  the  wa i l  o f  the  
fo rsaken ,  the  c ry  o f  independ ence ,  the  pass ion  o f  the  lus ty,  the  anger  
of  the  f rus t ra ted  and  the  laughter  o f  the  fa ta l i s t .  I t ’s  the  agony  o f  
indec is i on ,  the  desp air  o f  j ob less ,  the  anguish  o f  the  bereaved  and  the  
wi t  o f  the  cynic ”  O l iver  3）。  
ブルースの中では、子どもも希望を持てない。カウンティ・カレン
（ County  Cul l en ,  1903 -46）は、  ナーサリーライムの “A Week  o f  
B irthdays ”の一節  「土曜日生まれの子どもはあくせく働く」
（ “Saturday ’s  ch i ld  works  hard  f or  h is  l iv ing”）を土台に書いた  
“Saturday ’s  Chi ld ”の詩で、「だってぼくは土曜日生まれだから  /  『種ま
きには時期が悪い』  /  としか父さんはいわなかった  /  あと、『養い口が
またひとつ』と」（“ For  I  was  born  on  Saturd ay —  /  ‘Bad  t ime  f or  
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plant ing  a  seed , ’ /   Was  a l l  my  father  had  to  say,  /   And ,  ‘One  mouth  
more  to  feed ’  ” Gates  &  McKay  1342）と哀調をこめて書いている。同
じカレンの “Mother  to  Son”の詩では、母親が子どもに「私の人生はクリ
スタルの階段ではなかった」（ “L i fe  fo r  me a in ’ t  been  no  c rys ta l  s ta i r ”）
けれど、「振り返ってはいけないよ」（ “So  boy,  don ’t  you  turn  back”）「落








The  Brownies ’ B ook は、白人が白人の子どものために目指してきた啓
蒙と同じ手法で、アフリカン・アメリカンの子どもを目覚めさせ、誇り




















トン・ヒューズも The Brownies ’ B ook では明るさを前面に出している。
1921 年 7 月号に掲載の戯曲  “The  Go ld  P i ec e ”（ Du B ois  The B rownies ’ 
Book   [1921]  191 -194）は、パブロ（ Pablo）とローザ（ Rosa）という






したものを」（ “Something  from us  to  your  boy”  193）と金貨を老婆の
カバンに入れる。老婆は目が見えないので何をもらったか知らずに帰り、
2 人は満足する。挿絵では夫婦の肌は褐色ではなく、金貨も「 1 ローレ
ン」という架空の通貨を用いているが、アフリカン・アメリカンの子ど
もが自己投影して、夫婦の善意を疑似体験できる小品である。  
1921 年 4 月号にヒューズが寄せた紀行文 “ In  a  Mexi can  Ci ty”





をする習慣、帽子をたくさん重ねてかぶっている男性、11 月 2 日の死者
の日の風習など、彼自身の目で見てきたこと、感じたことが生き生きと
記され、アメリカより外の世界に子ども読者の目を開く手助けとなって
いる。また、ルーツの受容に関わる詩としては、1921 年 1 月号の “Winter  
Sweetness ”で雪のつもった家の中をそっと覗くと「カエデ糖の子ども」
（ “a  mapl e -sugar  ch i ld ”  Du  Bois  The  Brownies ’ Book［ 1921］ 27）が
いるという表現があり、さりげなく肌の色に言及している。  
St .  Ni cholas の 1920 年 1 月号には “The  Future  Democracy  o f  Ameri ca ”
（ Knox  and  Lutkenhaus)  というページェントが掲載されている。ここ








ようにアメリカ人である。   
The  word  American  has  no  re la t ion  to  b lood .  You  may  be  o f  pure  
Ir i sh ,  German ,  Russ ian ,  Hebrew,  I ta l i an ,  French ,  Austr ian ,  o r  
Po l i sh  b l ood ,  and  ye t  t o  be  as  rea l  an  A meri can  as  your  ancestors  
had  come  to  th is  country  in  the  ear ly  days  and  fought  wi th  
Washington  to  make  our  Repub l i c  and  wi th  Linco ln  to  preserve  
i t .  
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Brownies ’ B ook を創刊することで、St .  Nicholas があからさまにとりこ
ぼした子どもに、そしてまた、とりこぼされた子どもがいることにも気
づかない、アフリカン・アメリカン以外の子どもに語りかけている。結
果的に、The  Brownies ’ Book は、アメリカの子ども像としてドラスティ
ックな多様性を示した。 1920 年 4 月号の “A Kind e r gar te n  S o n g ”では、
様々な国を出身地とする様々な肌の色の子どもを並立させ、成人した絵
には「神の大きな子どもたちはみんな仕事をしている」（ “God ’s  b ig  
ch i ldren  a l l  a t  work”  Du  B ois  The  B rownies  Book  [1920 ]  124）という
詩が添えられ、肌の色を平等に扱っている。文化思潮の渦から、白人ア
メリカ児童文学に弾き出された混血の子どもにまなざしを向けている。  
The Brownies ’ B ook は、アフリカン・アメリカンの子ども読者に初め
て等身大の娯楽を与え、ハーレム・ルネッサンスと子どもを出会わせ、
白人か黒人かにかかわらず人種差別に反対といえるリベラルな家庭に生
まれ育った子どもを、読者として手に入れた（ Johnson-Feel ings  
“ In troduc t ion ”）。編集者と作家は、アメリカの子どもがいかに豊饒で多
彩であるかを示そうとし、創刊号の冒頭で「この雑誌はあらゆる小さい
人たち‐黒、褐色、黄色、白‐のために普遍的な愛と兄弟愛を教えるこ
とを目指すだろう」（ “ I t  wi l l  s eek  to  t each  Universa l  Love  and  
Brotherhood  f or  a l l  l i t t l e  fo lk -black  and  brown  and  ye l low and  white”  









子どもはあらゆる場所にいて、幸せと日の光を届けた」（ “Those  ch i ld ren  
who  were  a t  home  remained  whi te ,  but  the  red  l i t t l e  ch i ldren  s t i l l  
l ove  to  roam about  in  the  fo res t  and  on  the  p la ins .  The  l i t t l e  b rown  
ch i ldren  can  be  found  most  everywhere ,  carry ing  happiness  and  
sunshine  to  a l l  they  see ”  Du Bois  The  Brownies  Book  [1920]  31））と
いう言説では、ネイティブ・アメリカンを野育ちの未開人と見なし、白







リカンの子どもに何を手渡して読ませるかという問いは、The Brownies ’ 
Book によって投げかけられたのである。  
 
2 .  可視化、受容、連接の萌芽  
 








ラングストン・ヒューズは、1926 年に出版した詩集 The Weary  Blues  
で “ I ,  too”から始まる詩を発表し、「ぼくもアメリカを歌う  /  ぼくは肌の
色の黒い兄弟だ（ ……）ぼくも、アメリカなのだ」（ “ I ,  too ,  s ing  America .  
/  I  am the  darker  brother .（ ……） I ,  too ,  am Ameri ca”  Hughes  
Col lec ted   23）と書いてアフリカン・アメリカンもまたアメリカを形成
する市民であることを愛国的に宣言した。同じ主張を持って、 The  
Brownies ’  Book は、白人‐男性のアメリカから不可視化されてきた「肌
の色の黒い兄弟」の伝記もアメリカの偉人の物語として受容され、生き
方を語る同じテクストとして並び立つべきものであることを主張した。  




（ “ rags - t o -r i ches ”）のパターンにも重なり、教養小説的でもある。  
フィリップ・ルジュンヌ（ Phi l ippe  Le jeune）は、フランスの伝記や
回顧録について、「人格の歴史を主として強調する
、、、、、、、、、、、、、、



















ョン」は、たとえば、エイブラハム・リンカーン（ Abraham Linco ln ,  
1809 -65）が奴隷解放を宣言した日、ローザ・パークス（ Rosa  Parks ,  
1913 -2005）がバスのボイコット運動を始めた日、マーティン・ルーサ















The Brownies ’ B ook の創刊号では、奴隷に生まれつつ、努力と幸運で
自由になり、ニューヨークで初めて日曜学校を開いたケティ・ファーガ





（ “So  now you  know the  s to ry  o f  a  noble  co lo red  woman .  But  she  i s  no t  
the  on l y  co lo red  woman  to  do  grea t  d eeds  f or  her  race .  There  are  many 
sp lendid  co l ored  men,  too .  Think  o f  a l l  the  wonder fu l  f o l ks  you  have  
st i l l  to  hear  about ! ”  Du Bo is  The B rownies ’ Book  [ 1920]  27）と結んで
いる。  
1920 年 5 月号には、ハイチ革命（ The  Hai t ian  Revolu t ion ,  1791 -1804）
を成功させたフランソワ・ドミニク・トゥーサン＝ルーヴェルチュール




至る部分です」（ “ I  c onfess  my  favor i te  i s  the  one  where  the  poor  o r  
unknown  boy  o r  g i r l ,  man  or  woman ,  s t ruggles  up ,  up ,  up  unt i l  he  
becomes  r i ch  or  famous ,  o r  use fu l ,  o r  the  l eader  o f  h is  peop le ,  the  
savi or  o f  h is  fa ther land”  The  Brownies ’ Book  [1920 ]  149）と述べ、抑
圧された奴隷が権力に打ち勝ち、建国するドラマに、大人であっても共
感を寄せることを伝えている。  
23 号しか出版されなかった雑誌に掲載された人物伝は 15 編にのぼり、
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1920 年の 1 年間は、ほぼ毎月偉人伝が掲載された。 1920 年 3 月号の “A 
Story  o f  a  Former  S lave  B oy”は白人農園主の父と奴隷の母の間に生ま
れ、自由と教育を与えられて政治家になり、 1875-81 年にミシシッピ州
代表として共和党の上院議員を務めたブランチ・ブルース（ Blanche  
Kelso  B ruce ,  1841 -98）を扱う。1920 年 4 月号の “A Pioneer  Suf frage t te :  
So journer  Truth”は元逃亡奴隷で運動家のソジャーナ・トゥルース
（ Sojourner  Truth  [ Isabel la  Baumfree ] ,  1797 -1883）、1920 年 6 月号の
“Benjamin  Banneker”は、暦や時計作りに貢献しアフリカン・アメリカ
ンとして初めての科学者といわれるベンジャミン・バネカー（ Ben jamin  
Banneker,  1731 -1806）、 1920 年 7 月号の “A mer ica ’s  F irs t  
Martyr-Patr i ot :  A True  Story”は、植民地時代にイギリス軍兵士によっ
て殺害された混血の民間人クリスパス・アタックス（ C rispus  A ttucks ,  
1723 -70）、1920 年 8 月号の “The  Story  o f  Phi l l i s  Wheat l ey :  A True  Story”
は、奴隷制度時代に詩集を出版した女性奴隷のフィリス・ホイートリー
（ Phi l l i s  Wheat l ey,  1753 -84）、1920 年 9 月号の “The  Story  o f  Fred er i ck  
Douglass :  A True  Story”は、逃亡奴隷で運動家のフレデリック・ダグラ
ス（ F reder i ck  Doug lass ,  1818 -95）、 1920 年 11 月号の “The  Bravest  o f  
the  Brave :  A t rue  Story”は、逃亡奴隷援助組織である「地下鉄道」
（ “Und erground  R a i lways ”）  2 1の力を借りてノース・カロライナ州か
らカナダまで逃亡した市井の少女エリザベス・ブレイクスリー
（ El i zabeth  Blakes ley）、 1920 年 12 月号の “Samuel  Co ler idge -Tayl or :  
A True  Story”は、「黒いマーラー」（ “Black  Mahler”  E l fo rd  Web）と呼
ばれた混血のイギリス人作曲家サミュエル・コールリッジ＝テイラー
（ Samuel  Coler id ge -Tayl or,  1875 -1912）、 1921 年 1 月号の “Alexand re  
Dumas ,  A Great  Dramatis t :  A True  Story”は「ダルタニャン物語」
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（ D'Artagnan ,  1844 ,  1845 ,  1851）や『モンテ・クリスト伯』（ Le Comte  
de  Monte -Cris to ,  1844 -46）を書いたフランス系クレオールの劇作家ア
レクサンドル・デュマ（ Alexandre  Dumas ,  1802 -70）、1921 年 3 月号の
“The  Story  o f  Harr i et  Tubman”は女性逃亡奴隷で何度も北部から南部
に戻って他の奴隷の逃亡も助けたハリエット・タブマン（ Harri et  
Tubman ,  1820 -1913）、1921 年 6 月号の “A Black  Russ ian :  A True  Story”
は母親の祖父が元黒人奴隷だったロシア人文豪のアレクサンドル・プー
シキン（ Alexander  Pushkin ,  1799 -1837）、 1921 年 8 月号と 9 月号の
“La faye tte  and  the  Dark  Races ”は、フランス革命とアメリカの独立革
命に功績のあったフランスの侯爵で軍人のマルキ・ド・ラファイエット
（ Marquis  de  L a  Fayette ,  1757 -1834）が紹介されている。  
同時期の St .  Nicholas  Magaz ine には伝記や個人史はほとんど掲載さ
れず、ナサニエル・ホーソン（ Nathanie l  Hawthorne ,  1804 -64）、詩人
のヘンリー・ワズワース・ロングフェロウ（ Henry Wadswor th  Longfe l l ow,  
1807 -82）、登山家のジョン・ミュール（ John  Muir,  1838 -1914）、赤十
字社のクララ・バートン (C lara  Burton ,  1821 -1912 )、ジョージ・ワシン
トン（ George  Washi ngton ,  1732 -99）大統領、エイブラハム・リンカー
ン大統領、フランクリン・ルーズベルト（ Frankl in  De lano  Rooseve l t ,  
1882 -1945）大統領らの人生の一断片が抽出されているだけである（島













ⅱ .  受容‐アフリカへの親近感  
 
The Brownies ’ B ook は、アフリカン・アメリカンのルーツに新しい光
を当てて、誇るものとして受容させることをめざした。冒頭で「太陽の
子どもたち」（ “ the  Chi ldren  o f  the  Sun”  The  Brownies ’ B ook  [1920 ]  2）
に呼びかけ、「『太陽の子どもたち』に声と足場を与え、新しい声、イメ
ージ、対話が生まれるための扉を開けた」（ “ [ I t ]  gave  vo i ce  and  p la t form 
to  ‘Chi ld ren  o f  the  Sun , ’ and  opened  the  door  f or  new vo i ces ,  images ,  





















バ [まぬけ ]だって」（ “Me  no  te l l  you  so ,  Missus !  Dat  d i s  o ld  Ti ger  was  
not ’ ing  but  me  fada ’s  o ld  l ong -ear  ja ckass  r id in ’ horse?”  Du Bois  The  
Brownies ’ Book  [ 1920]  79）と叫ぶ。他愛のない話であるが、アナンシ
を身近なものとして感じさせるところに意図がある。  
同じ号には、メアリー・クック（ Mary  C ook）という女子学生が「 1886
年にマドリッドで出版されたスペイン語の La  Bib l i o teoa  de  las  
Trad ic iones  Populares  Espanõlas（ Machado  y  Alvarez ,  1886）所収の “El  
Pr inc ip e  Ja lma”を翻訳した」（ The  B rownies ’ Book  [1920]  67 -70）とい
う注のついた “The  Story  o f  Pr ince  Ja lma”を掲載している。このお話は、
J・ L・ド＝ボーモン（ Jeanne -Marie  Lepr ince  d e  B eaumont ,  1711 -80）
版の “La  B el le  e t  la  Bête ”（ 1757）やノルウェー民話の “Østenfor  So l  og  












として分類される場合もあり (Heiner  771 -4）、クックが関心を示したの
が南米経由の話かスペインに由来する話かは不明だが、 The Brownies ’ 
Book では、南アメリカの話として共感を持って掲載し、非‐西欧世界へ
の親近感を持たせている。  






おこなわれていた。記事を書いたジュリア・プライス・バレル（ Jul ia  
Pr i ce  Burre l l）は、そのうちのひとつであるセント・ヘレナ島を取材し、
暮らしの貧しさや訛りの強い言葉、独特の服装などを描写しつつ、人々
の気持ちの温かさや海の景色の美しさを好ましく伝えている。  
1921 年 4 月号のお便りコーナー  “The  Jury”には、キューバのクラリ
ス・スカボロー（ Cl ar is  Scarbrough）という少女がスペイン語を交えた











The Brownies ’ B ook には、アフリカに由来する音楽を肯定的に受け止
める記事もいくつかある。 1920 年 5 月号の “P layt ime”のコーナーでは
「雷の女神の服で地上に落ちたものは何？  答え‐虹の端」（ “What  are  
the  thund er  god ’s  garments  wh ich  fa l l  on  the  ear th?  Answer -The  ends  
o f  the  ra inbow”）というアフリカのなぞなぞや「ゾウは自分の鼻の重さ
を知らない」（ “The  e lephant  does  not  f i nd  h is  trunk  heavy”）などのこ








“Poe try  i s  sung  or  chanted  and  voca l  music  i s  rare ly  exp ressed  
wi thout  words .  The  te l l i ng  o f  fo lks  ta l es  amounts  a lmost  to  a  
pass ion ,  i t  i s  sa i d ,  wi th  the  peop l e .  The  A fr i can  i s  a  ready  
extemp or i zer  and  not  even  a  ch i ld  f ind s  d i f f i cu l ty  a t  any t ime  in  
producing  an  extemporaneous  song”   







 また、1920 年 9 月号の同じ “P layt ime”では、南東部のクレオール地域
であるセント・ヘレナの遊び歌が紹介されている。  
 
  リーダー：メアリー？  
  全員：奥様  
  リーダー：私の七面鳥を見た？  
    全員：はい、奥様  
  リーダー：どっちのほうへ行った？  
  全員（指さしながら）：そちら！  
  リーダー：見つけるのを手伝ってくれる？  
  全員：はい、奥様  
  リーダー：用意、ドン。  
Leader :  Mary?  
Al l :  Ma ’am?  
Leader :  Have  you  seen  my  turkeys?  
Al l :  Yes ,  Ma ’am.  
Leader :  Which  way  d id  they  go?  
Al l  (po in t ing  south ) :So !  
Leader :  Wi l l  you  he lp  me  f ind  them?  
Al l :  Yes ,  Ma ’am.  
Leader :  Get  read y.  Let ’s  go .     











ⅲ .  連接‐絵画  
 
The Brownies ’ B ook では、アメリカ以外の土地との連接が挿絵から感
じられる。特に表紙絵は、雑誌の主張を具体的に伝え、斬新さと高揚感





キンスン（ Hi lda  Wi lkinson ,  1894 -1981）の絵はふっくらとした愛らし
い子どもの造形を特長とし、1921 年 2 月号（資料⑭）では幼い少年と少
女の淡い恋心をバレンタイン・デーのイメージとし、1921 年 7 月号（資
料⑲）では、夏休みが始まって喜び遊ぶ学童の様子を躍動的に描いてい
る。  
アルバート・アレクサンダー・スミス（ Alber t  A lexander  Smith ,  
1896 -1940）は黒人運動にも深く関わった画家で、 The  Cri s i s にも多数
の風刺画を描いていた。 1920 年 11 月号の “They  Have  Ears  but  They  




て、文字通り聞く耳を持っていない。彼が描いた The  Brownies ’ Book  の
1920 年 3 月号（資料③）の表紙絵では、茶色のチョコレート菓子のブラ
ウニーと、いたずらな妖精のブラウニーを掛けて「ブラウニーの国」
（ “B rownies  L and”）を描き、黒人の少女を座らせている。アーサー・
ラッカム（ Arthur  R ackham,  1867 -1939）の妖精画のようなオーセンテ
ィックな妖精がいる背後には、アフリカを思わせるジャングルらしき木
があり、サルが枝からぶらさがっている。ヨーロッパとアフリカが融合




誇りを示している。 1920 年 12 月号（資料⑫）では、つぎはぎの靴下に
「サンタさんへ  この靴下をぼくたちのためにいっぱいにしてください」




ローラ・ウィーラー・ワリング（ Laura  Wheeler  Waring ,  1887 -1948）
は、コネティカット州で最初に設立された黒人教会の牧師の家に生まれ、
ペンシルヴァニア美術学校で学び、卒業時に奨学金を得てパリに渡った。
肖像画に優れ、ハーモン財団（ The  Harmon Foundat ion）に支援されて、
1927 年にニューヨークで初めて開催された黒人美術展にも出展してい
る。芸術家としての自己実現よりも教育に力を注ぎ、ペンシルヴァニア・
チェイニー州立教育大学（ Pennsy lvania ’s  Cheyney  State  Teachers  
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Col lege）で教員となって一生を終えた。彼女が描いた 1920 年 5 月号（資
料⑤）の楽しくメイポールダンスを踊る少女たちの手にあるリボンの流
れ、 1920 年 11 月号（資料⑪）の機能的な大皿を思わせる八角形の枠、
1921 年 5 月号（資料⑰）の遊ぶ子どもたちの白と黒の反転や水流のよう
な布置、1921 年 8 月号（資料⑳）のチェスボードのような斬新な升目の
中に置かれた遊びに見られる鋭い都会性に、機能と装飾を併せ持つアー
ル・デコ的な工夫がある。  
The B rownies ’ Book の挿絵や表紙絵は、親雑誌である The  Cris i s と
近接し、同時代の子ども向け雑誌のスタイルからは離れていた。 1920
年代の St .  Ni cholas の表紙絵が、資料㊱～㊺に見られるように 2 2、秩序
の中にあり、統一され、理想の白人少年少女を明示し、伝統的な遠近法
を用いた奥行のある絵画であるのに対し、The B rownies ’ Book の表紙絵
の方向性は、スミス、ワリング、ウィルキンスンらの間で特に統一され
ず、The B rownies ’ Book というタイトルデザインも様々である。技法や
手段の多様性は、褐色の肌の色の子どものために新しい雑誌を作ろうと
していた雑誌の機運の中でのびやかに推進された。  
1920 年に月刊で発行された The  Cris i s の表紙（資料㉔～㉟）は、The  
Brownies ’ Book と同様に、絵の場合もあれば写真の場合もある。 1917
年から 20 年まで、同紙の表紙絵を主に担当していたフランク・ウォル
ツ（ Frank  Wal ts ,  ? - ?）は、The  New Yorker や C ol l ie rs のような一般的
な雑誌や、 The  Masses、 New Masses、 The Li bera tor などの左翼系の
雑誌でも仕事をしており（ Witek  Web）、同じ思想的傾倒の延長上に、リ





た絵（資料㉞）に見てとることができる。The B rownies ’ Book の表紙絵
は、 The  Cris i s におけるウォルツの態度に近い。黒人自身が自分たちを
「モダン」と呼ぼうとした試み（ Baker  [邦訳 ]  33）であるハーレム・ル






レッド・スティーグリッツ（ Al fred  St i eg l i tz ,  1864 -1946）が 1904 年に
開いた小画廊「 291」（ 291  Gal le ry）や、イマジズムの詩人ウォルター・
アレンズバーグ（ Walter  C onrad  Arensberg ,  1878 -1954）のアパートは、
ヨーロッパの文化とアメリカの文化人の交流の場所となり、マン・レイ
（ Man Ray,  1890 -1976）やジェラルド・マーフィー（ Gera ld  Murphy,  
1888 -1964）らの芸術家を生んでいる。  




















(T )hough not  a  p i c ture  book  i t se l f ,  remains  a  key  turn ing  p o int  in  
the  evo lut i on  o f  p i c ture  books  no t  on ly  because  o f  i ts  h is tor i ca l  
s ign i f i cance  as  the  f i r s t  magaz ine  fo r  b lack  ch i ld ren  but  a lso  
because  o f  i ts  c rea tors ’ ar t i cu la t ion  o f  the i r  v i s ion  fo r  th is  
pro jec t -a  v i s ion  whi ch  in  some  ways  on ly  began  to  come  to  
f ru i t i on  wi th in  the  larger  body  o f  ch i ld ren ’s  l i t era ture  in  the  
1970s  and  l ater.   













る  “As  the  Crow Fl i es ”というコーナーにも見出せるかもしれない。カ
ラスが空を飛びながら人間の動向を見聞きし、報告するという形式で、
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Ⅱ  可視化の展開  
  












1 .  アフリカン・アメリカンの存在感‐偉人、英雄、民衆  
 
ⅰ .  伝記‐ Narrat i ve  o f  the  L i f e  o f  Freder i ck  Doug lass ,  an  Ameri can  






自伝 Narrat i ve  o f  the  L i f e  o f  Fred er i ck  Douglass ,  an  American  Slave
（ 1845； Fred er i ck  Douglass）やウィリアム・ウェルズ・ブラウン
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（ Wil l iam Wel ls  Brown ,  1814 -84）の Narrat i ve  o f  Wi l l iam W.  B rown ,  a  

















的探究」（ “ the  nat i onal  myth  o f  the  A merican  ind i v idual ’s  ques t  f or  
f r eedom and  f or  a  s oc ie ty  based  on  ‘ l i f e ,  l iberty,  and  the  pursui t  o f  
happiness ’ ”  Andrews  8）に昇華され、個人の人生史を越えて、ルーツを
見すえた上で集団が自己肯定をおこなえるような敷衍性を内包する。  













の中で最も祝福するべき場面のひとつ」（ “ the  hero i c  turn ing  po in t  o f  
h is  fu ture  autobi ographies  and  one  o f  the  mos t  ce lebra ted  scenes  in  






リアム・ロイド・ギャリソン（ Wil l iam Lloyd  Garr ison ,  1805 -79）に見
いだされ、活動家になってからは、奴隷制度廃止論を推進する The  Nor th  
Star 紙を発行し、南北戦争ではエイブラハム・リンカーン大統領に黒人
部隊の編成を進言し、再建期にはアンドルー・ジョンソン（ Andrew 
Johnson ,  1808 -75）大統領に黒人参政権を求めた。  
Freder i ck  Dougl ass とそれにつづく My Bondage  and  My Freedom 














読み書きも称揚されている。「読み書き能力の探究」（ “Ques t  f or  
L i te racy”  Chi lders  and  Hentz i   [邦訳 ]  337）は、アフリカン・アメリ
カン文学の中で大きな位置を占め、「（自由とリテラシー）の二重の探究
が、ほとんどのアフリカ系アメリカ人の初期の著作に主題と構造を与え、






とによって逆に読み書きが「奴隷制から自由にいたる小道」（ “p athway  




ホ ワ イ ト
の子どもたちからひそかに学びはじめる。「女
主人は、私に（読み書きを）教えることで『インチ』を与えてしまった。
どんな用心も、私が『エル』 [長さの単位で約 45 インチ ]を得たいと思う
ことを防げなかった」（ “Mis tress ,  in  teaching  me ,  had  g i ven  me  the  
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自分自身の主人となった」（ “ I  was  now on  my own master”  239）後、「フ
レデリック・オーガスタ・ワシントン・ベイリー」（ Fred er i ck  Augus tus  
Washington  Bai ley）という本名を、ウォルター・スコット卿（ Sir  Walter  






亡から奴隷制度廃止論の運動に身を投じるまでが説明される。Who Was  
Freder i ck  Dougl ass ?  （ Prince ,  2014）はダグラスの語りを再編し、現
代からの批評を付け加えて「言葉を武器とし、フレデリックはすべての
人のための平等の権利を勝ち得るために戦う一生を送った。彼は公民権
運動の父である」（ “With  words  as  h is  weapons ,  Fred er i ck  spent  h is  l i fe  
f i ght i ng  for  equal  r igh ts  f or  a l l  peop le .  He  was  the  fa ther  o f  the  c i v i l  
r ights  movement”  Prince  37 /465）と定義している。 A Pi c ture  Book  o f  
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Freder i ck  Dougl ass（ Adler,  1995）、 Freder i ck  Douglass :  Wri ter,  
Speaker,  and  Opponent  o f  Sl avery（ Sl ade ,  2007）、Freder i ck  Douglass :  






ブッカー・ T・ワシントン（ Booker  T  Washington ,  1856 -1915）の自
伝 Up from Slavery  （ 1901）も、タイトルが立身出世をそのまま表し、

















イス（ Shi r ley  Graham Du  Bo is ,  1896 -1977）は、 40 年代から 50 年代
に、ダグラスやブッカー・ T・ワシントンのほか、タスキギー研究所
（ Tuskegee  Ins t i tu te）で南部の気候や土壌に合う農作物の研究に取り
組んだ植物学者のジョージ・ワシントン・カーバー（ George  Washington  
Carver,  1864 -1943）や、エンターテイメントにも才能を見せた公民権運
動家のポール・ロブスン（ Paul  LeRoy  B ust i l l  R obeson ,  1898 -1976）の
伝記を精力的に執筆した。Story  o f  the  Negro  （ 1948）を書いたアーナ・





た。ボンタンが取り上げたモーセス・フリート・ウォーカー（ Moses  
F lee twood  "F lee t "  Walker,  1856 -1924）は、プロのマイナーリーグで初
めてプレイした黒人選手である。やがて人種隔離が進み、黒人のプロ野
球はニグロ・リーグ（ Negro  League  Basebal l ,  1920 -48）に人種分離さ
れたが、まだニグロ・リーグがある時代に、アフリカン・アメリカンの
ジャッキー・ロビンソン（ Jackie  Robinson ,  1919 -72）は、メジャーリ
ーグで初めてプレイした。1947 年にチーム入りし、差別や嫌がらせを受
けつつ、最初のシーズンに新人王のタイトルを得て、1957 年に引退後に
彼の背番号 42 は永久欠番となり、 1987 年から新人王は彼の名を冠して






































こりのポール・バニヤン（ Paul  Bunyan）は、生後 3 週間で 6 .4 キロメ
ートルの大木をけり倒し、成長後はベーブ（ Babe）という青色の牛を連
れて、見事な伐採作業をおこなうとされる。アライグマの帽子がトレー
ドマークの軍人デイヴィー・クロケット（ D av y  C ro ck et t ,  1 7 8 6 - 1 8 3 6）






ドイツで収集されたグリム兄弟（ Jacob  Ludwig  Karl  Gr imm,  
1785 -1863  and  Wi lhe lm C arl  Gr imm, 1786 -1859）の『子どもたちと家


























声代わりである。 2 -3 節で構成され、メロディは単調で延々と続く。ハ
ンマー・ソングの中のジョン・ヘンリーは、ハンマーを打つ重労働で死
んだ、ということだけが（ Nelson  116）、あるいは、「恋歌とフォークロ
ア、自分の仕事に対する誇りの表現、あるいは他の歌から借りた歌詞な
ど、特に意味のつながりを持たないことが思いつくままにとどめ（ママ）











ュニアとネリー・イヴォンヌ・マッケイ（ Nel l ie  Yvonne  McKay）が 26
連の 4 行詩でまとめたバラッド（ Gates  and  McKay  31 -34）では、ヴァ
ジニア州東部出身のジョン・ヘンリーは、幼いときから自分がビッグ・
ベンドの現場で死ぬことを予期している。彼は成長して、ポリー・アン




















John Henry ' s  l i f e  was  about  power  -  the  ind i v idual ,  raw s t rength  
that  no  sys tem could  take  from a  man  -  and  about  weakness  -  the  
soc ie ta l  pos i t ion  in  which  he  was  thrus t .  To  the  thousands  o f  
ra i l road  hands ,  he  was  an  insp i ra t ion  and  an  example ,  a  man  j ust  
l ike  they  who  worked  in  a  dep lorabl e ,  unforgiv ing  a tmosp here  
but  managed  to  make  h is  mark .  























れる。たとえば、作者不詳のブルース “This  Old  Hammer”の歌詞で、歌
い手は、「この古いハンマーはジョン・ヘンリーを殺した  /  だけどおれ
のことは殺せない、おれのことは殺せない」（ “This  o ld  hammer  ki l l ed  
John  Henry  /  But  i t  won ' t  k i l l  me ,  i t  won ' t  k i l l  me ”  Sabate l la  Web）
と死からの逃走を決意している。  
ハディ・レドベリー（ Huddie  L edbet ter  [Leadbel l y ] ,  1885 -1949）の
“Take  Th is  Hammer”（ 196 5）は、「このハンマーを持っていってくれ、
リーダーのところへ」（ “Take  th is  hammer,  carry  i t  t o  the  capta in”）
の繰り返しののち、「もし逃げたのかと聞かれたら  /  飛んで逃げたと言
ってくれ」（ “Tel l  h im I 'm gone  /  I f  he  asks  you  was  I  runnin ' ”）、「あい
つらはおれにコーンブレッドと糖蜜をくれたがるが  /  おれには誇りが
ある」（ “They  wanna  feed  me cornbread  and  molasses  /   B ut  I  go t  my  
















ーク・ジュニア（ John Wesley  Work Jr. ,  1871 -1925）は、ジョン・ヘン




決を営業代理人に申し出た。挑戦は受け入れられた」（ “Th is  machi ne  
exc i ted  John  Henry ’s  i re  and  contempt ,  and  he  chal lenged  the  agent  
to  an  a l l  day  d r i l l i ng  contest  be tween  h imsel f  and  the  s team dr i l l .  





ジュリアス・レスターとジェリー・ピンクニー（ Jerry  P inkney,  1939 -）
の絵本 John Henry  （ 1994）は、ジョン・ヘンリーの男性としての誇り
に光を当て、ポリー・アンは登場しない。蒸気ドリルが現場に来たとき
には、ジョン・ヘンリー自身が「競争しようぜ。あんたの蒸気ドリルと、
ハンマーを持ったおれとで」（ “Let ’s  have  a  contest .  Your  s team dr i l l  
against  me  and  my  hammers ”  Les ter  John Henry  n .pag .）と宣言する。  














がら「おれには虹がある  /  リン！  リン！ /  肩に虹をまきつける  リ
ン！  リン！ /  雨は降りっこない  / リン！  リン！」（ “ I  go t  a  ra inbow 
/  RIN GGGG!  RINGGGG!  /  Ti e d  round  my  shoulder  /  RINGGGG!  
RINGGGG!  /  I t  a in ’ t  gon ’ ra in ,  /  No ,  i t  a in ’ t  gon ’ ra in .  /  RINGGGG!  







なのは、いかに良く生きたかだ」（ “What  mat ters  i s  how we l l  you  do  your  






































のロジャー・エイブラハムズ（ Roger  Abrahams）が編纂した





























“Buh  Nansi  Scares  Buh Li on” (No .17 )は、トバゴの再話でライオンがナ
ンシに家を明け渡す羽目になり、 “Anans i  P lays  Dead”はセント・ヴィ
ンセント島の再話で、死んだふりをして皆を騙そうとしたアナンシが「死
者はおならをする」とスズメバトに言われておならをし、逆に馬鹿にさ




Afr i can -American  F olkta l es でアナンシが主役／脇役として登場する
13 話はいずれも西インド諸島の採話である。しかし、トリックスターは、
「くも、うさぎ、はと、ときには毛の抜けた宿なし犬の姿で」（ Abrahams 
[邦訳 ]  263）現れると考えれば、キツネを騙す “Brer  Rabbi t ’s  R idd le ”の
ウサギ（ジョージア州）も、  “The  S ign i fy ing  Monkey”でゾウやライオ
ンを戦わせてジャングルをかき回すサル（フィラデルフィア州）も、ア
ナンシの別様態と考えられる。  
アメリカ南部と西インド諸島に共通する類話もある。 “Three  K i l l ed  









ク リ ケ ッ ト
」（ “Poor  me,  poor  Cr i cke t ”）と言い、その課題も乗り
越える。ヴァジニア・ハミルトンが編集した The P eop le  Could  F l y（ 1985）
には、アメリカ南部の民話として “F l or i e ”の類話の “Manuel  Had  a  
Ridd le”  (Hamil ton  Peop le  65-75）が収められている。賢いマニュエル
（ Manuel）は、懸賞金を目当てに城に行き、王女に解けない謎を出して
勝利する。ほうびを惜しんだ王から再度出された課題も魔女の助けを借
りて克服し、賞金を得て母親のもとに帰る。 “F l or i e”と “Manuel ”は構成
もほぼ同じで、家畜（犬 [ “F l or i e ” ]／ロバ [ “Manue l ” ]）がケーキに仕込ま
れた毒で死ぬ、その家畜を食べてハゲワシが死ぬ、そのハゲワシを食べ
た者（コンドル [ “F l or ie ” ]／盗賊 [ “Manue l ” ]）も死ぬ、という食物連鎖も
一致している。  
神の像も類似している。ノース・カロライナ州で採集された  






ジュリアス・レスター編の Black  Fo lkta les（ 1969）に登場する神も、

























な文法を持ち、 “You  i s  beaut i fu l  ” “ I  l oves  you”などの人称無視、 “been”
による過去の強調、 “be ”を用いた習慣的現在表現、接頭辞 “a - ”を現在分
詞形につけることによる近未来などの複雑な時制表現のほか、 “ I  don ’t  
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2 .  抑圧への異議申し立て  
 
ⅰ .  人種差別の告発‐ Rol l  o f  Thund er,  Hear  My  C ry  （ 1976）  
 
















1973 年に、児童人種問題図書評議会（ Counci l  on  Interrac ia l  Books  
fo r  Chi ldren）のコンテストに応募した Songs  o f  the  Trees  （ 1975  [出
版 ]）が一位を獲得して、この作品から始まる Logan  Saga をライフワー
クとしている。シリーズは、1930 年代のミシシッピ州に暮らすアフリカ
ン・アメリカンのローガン家の年代記となっている。Songs  o f  the  Trees
は、父のデイヴィッド（ David）が出稼ぎで不在の間に、ローガン家の
子どもたちが自分たちの土地の木を不当に伐採する白人たちの行為を目
撃し、父の帰りを待ちわびる。ニューベリー賞受賞作の 2 作目 Rol l  o f  
Thunder,  Hear  My  Cry  （ 1 977）、 L et  t he  C i r c l e  Unbr ok en  （ 1 981）、
The Go ld  Cad i l la c（ 1987）、 The  Fr iendship（ 1987）、 The Road  to  
Memphis  （ 1990）、 The Wel l :  David ’s  Story（ 1995）と続いた。好奇心
旺盛で正義感が強い少女キャシー（ C ass ie）の視点から、様々な局面で
の人種差別への抵抗を主張し、最終巻となる The Land（ 2001）でキャ
シーと同居する祖母キャロライン（ Caro l ine）の若い時代に遡る。  
公民権運動の闘いの相手は、白人ではなく差別主義である。1963 年の









が、仲間として同じテーブルにつけるだろう」（ “ [O]ne  day on  the  red  
hi l l s  o f  Georgi a ,  the  sons  o f  fo rmer  s laves  and  the  fo rmer  s lave  

















説は境界を越え、様々な領野で解釈可能な声となる。 Logan  Saga にお
ける土地への意識は、キング牧師が追求する「すべてのアメリカ人が受
け継ぐべき約束手形」（ “a  promissory  note  to  whi ch  every  Ameri can  
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was  to  fa l l  he i r ”  Ki ng  102）の要求と合致する。  
 
② Rol l  o f  Thund er,  Hear  My  C ry における抑圧  
 
Ro l l  o f  T hunder,  Hear  My  C ry は特に告発の色合いが強く、 1933 年
のミシシッピ州を舞台に、キャシーのおばあちゃん（ Bi g  Ma）のキャロ
ライン、父親のデイヴィッド、母親のメアリー（ Mary）、キャシーの兄
で 12 歳のステイシー（ Stacey）、弟で 7 歳のクリストファ・ジョン
（ Chris topher-John）、リトル・マン（ Lit t le  Man）ことクレイトン・
チェスター（ Cl ayton  Ches ter）の 4 人兄弟を中心に物語が展開する。  
ローガン家が所有する土地は、19 世紀には、白人の地主であるハーラ
ン・グレンジャー（ Harl an  Granger）のものだった。南北戦争後に現金




の息子のウェイド・ジャミソン（ Wade  Jammison）の代になった 1918



























子どもも例外ではない。白人の貧しい小作人であるシムズ（ S i m m s）
家の子どもである R・W とメルヴィン（ Melv in）はステイシーに嫌がら
せを仕掛け、その妹のリリアン・ジーン（ Li l ian  Jean）は、キャシーを
見下す。キャシーが店でずっと待っていた自分よりもリリアンが先に接
客されたことがおかしいと主張すると、リリアンの父親は、キャシーの









Ro l l  o f  Thunder は、「黒人の生活はいまだに悲しくも人種隔離の枷と
差別の鎖にがんじがらめになっている」（ “ the  l i fe  o f  the  Negro  i s  s t i l l  
sad ly  c r ipp led  by  the  manacles  o f  segregat ion  and  、 the  chains  o f  
discr iminat ion ”  King 102）ことを実証し、「尊厳と克己心という高みで





③ T・ J の意味  
 
人種差別の複雑さとテイラーの主張を示すために造形されているの
が黒人少年の T・ J である。 T・ J は小作人の息子で、意地悪く、ひねく
れている。ステイシーにカンニングの濡れ衣を着せ、ワレス商店に出入
りしたことを親に告げ口した上、シムズ家の R・ W とメルヴィンに近づ
いて、自分が白人と同じように偉くなったかのようにふるまい始める。
だが、シムズ兄弟は T・ J を利用したいだけで、 T・ J が望むような友達


















えに暴力がふるわれることの痛みを描いたとすれば、 R ol l  o f  Thunder
は「怠け者の悪い黒人は徹底的にリンチされてもよい」という圧力に反

















私は T・ J のために泣いた。 T・ J のために、土地のために  。  
I  had  never  l i ked  T.J . ,  but  he  had  a lways  been  there ,  a  p ar t  o f  me ,  
a  part  o f  my  l i fe ,  just  l i ke  the  mud  and  the  ra in ,  and  I  had  
thought  that  he  a lways  would  be .  Ye t  the  mud and  the  ra in  and  
the  dus t  would  a l l  pass .  I  knew and  unders tood  that .  What  had  
happened  to  T.J .  in  the  n ight  I  d id  no t  unders tand ,  but  I  knew 
that  i t  wou ld  no t  p ass .  And  I  cr i ed  f or  those  th ings  which  had  
happened  in  the  n i ght  and  would  no t  pass .  
I  cr i ed  f or  T.J .  For  T.J .  and  the  l and .  
（ Tayl or  Thunder  276）  
 
善良で寛容で誠実な黒人でなければ受け入れないという重い前提に反発































He  was  a  s trange  boy.  E ver  s ince  I  had  begun  s choo l ,  he  had  
wal ked  wi th  us  as  far  as  the  c ross road s  in  the  morning ,  and  met  
us  there  in  the  a f te rnoon .  He  was  o f ten  r id i cu l ed  by  the  o ther  
ch i ldren  at  h is  schoo l  and  had  shown  up  more  than  once  wi th  
wide  red  wel ts  on  h is  arms  whi ch  Li l i an  Jean ,  h is  o lder  s i s ter,  
had  revealed  wi th  sat i s fact ion  were  the  resul t  o f  h is  assoc ia t ing  
wi th  us .  St i l l ,  Jeremy cont inued  to  meet  us .   
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（ Counc i l  o f  Federated  Organi za t ions ;  COFO）の白人、黒人の 3 人の
活動家たちが副保安官から KKK に引き渡され、死体で発見された暴行
























ども一般に直接に伝わるメッセージである」（ “ I t  i s  a  d is t inct i ve  
exper ience  she  re la tes -a  message  d i rec ted  to  A fro -A mer ican  ch i ld r en  









国」（ “a nat ion  where  they  wi l l  not  be  judged  by  the  co lo r  o f  the i r  skin  








Logan  Saga の 5 作目の Miss iss ipp i  Br idge  （ 1990）は、ジェレミーを
主人公にし、 R ol l  o f  Thunder と同じ時代と場所を扱いつつ、人種分離
に対する異議申し立ての方法を深化させている。  


































テーブルにつく」（ “ the  sons  o f  f ormer  s laves  and  the  former  s lave  





















ⅲ .  開拓者の複数性‐ The  Land  （ 2001）  
 
①  肌の色の白い黒人  
 
Logan  Saga の最終巻にあたる The  Land  （ 2001）は、キャシーの祖
父ポール＝エドワード・ローガン（ Pau l -E d wa rd  L o gan；以下ポール）
がアメリカの開拓者として登場する。舞台は南北戦争後の深南部で、ポ
ールは、奴隷のデボラ（ Deborah）と白人農園主のエドワード・ローガ









である 3 人の異母兄、ハモンド（ Hammond）、ジョージ（ George）、ロ
バート（ Robert）は、ポールと対等の兄弟精神を発揮し、ポールがいじ































れる。子ども時代のミッチェルは、彼を「白いニグロめ」（ “you  whi te  

































喉をうるおさないようにしよう」（ “Let  us  no t  seek  to  sat i s fy  our  th i rs t  
fo r  f reed om by  dr inking  from the  cup  o f  b i t terness  and  hatred ”  King  
103）という呼びかけに答えるものとなっている。  
 
②  チャールズ・インガルスとポール＝エドワード・ローガン  
 
The  L and は、白人によるアメリカ児童文学の正典
キ ャ ノ ン
であるローラ・イ
ンガルス・ワイルダー（ Laura  Ingal l s  Wi lder,  1867 -1957）の Li t t le  
House  in  the  Big  Woods（ 1932）と相関関係におくことができる。Li tt l e  
House のシリーズの特長である、すべて自助努力で作り上げる開拓民の




L i t t le  House では、作者ワイルダーの父親をモデルにしたチャール

















The  L and のポールの道のりは、チャールズ・インガルスのそれと重
なる。チャールズは理想の土地を求めて旅を続け、誠実に人と付き合い
ながら開拓に人生を捧げている。By the  Shore  o f  Si lver  L ake  （ 1939）
で払い下げ農地の申し込みをおこなうときには、古い友人のエドワーズ
（ Edwards）に助けられて望む土地の権利を手に入れる。チャールズと





























































































いる。   
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ングストン・ヒューズとアーナ・ボンタンの Popo  and  Fi f ina（ 1932）
はハイチを舞台にし、西インド諸島を経由したルーツを子ども読者に空







面の受容の例は M.C .Higgins ,  the  Great（ 1974）、負の面の受容の例は
Sweet  Whisp ers ,  Brother  Rush（ 1982）である。M.C .Higgi ns は、自分
の絶対的な価値観の中で生きていた少年が家族の物語を受容し、今の場















1 . 「中間航路」の再受容  
 













ク・デサリーヌ（ Jean-Jacques Dessal ines ,  1758 -1806）による第二
次黒人蜂起が起きた。デサリーヌは、他国と共同してフランス軍に勝利
し、1804 年にジャック１世（ Jacques  I）と名乗ってハイチ帝国（ Empire  







ク奴隷蜂起（ The N ew York  Slave  Revol t）、1739 年のサウス・カロライ
ナ州でのストノの反乱（ The Stono  Rebe l l i on）、 1831 年のナット・ター














ったのはジャマイカ出身のマーカス・ガーヴェイ（ Marcus  Mos iah  
Garvey,  1887 -1940）  で、黒人の帝国を築いたエチオピアへの回帰やレ
ゲエ音楽との関連を特徴としている。ガーヴェイは、1914 年にジャマイ
カで世界黒人開発協会アフリカ会連合（ The Uni versa l  N egro  






ように、エチオピアにハイレ・セラシオ１世（ Hai l e  Se lass i eⅠ ,  










ことを懸念し、 The Cris i s 掲載の論説で、ガーヴェイが運営するブラッ






























リカの音楽」（ ib id .  23）として誇る。アフリカというルーツとアメリカ
という土壌の両方を持っていることを評価し、アメリカに住む自分の根
がアフリカに続いていることを自覚し、ルーツの複数性を受容する。  
1920 年に 17 歳のときの旅の途中で書きつけ、 The  Cris i s に発表した  
“The  Negro  Sp eaks  o f  R i vers”で、ヒューズは  
 
ぼくは夜明けにユーフラテス川で沐浴した   
ぼくはコンゴ川のそばに小屋を建て、心地よい眠りについた   
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ぼくはナイル川を見上げ、その上にピラミッドを掲げた   
ぼくはミシシッピ川の歌を聞いた   
エイブ・リンカーンがニューオリンズに行ったとき   
そして川底の泥が夕暮れに金色に変わるのを見た  
I  bathed  in  the  Eup hrates  when  dawns  were  young.  
I  bu i l t  my  hut  near  the  Co ngo  and  i t  lu l led  me  to  s leep .   
I  l ooked  upon  the  N i le  and  ra ised  the  p yramids  above  i t .   
I  heard  the  s inging  o f  the  Miss iss ipp i  when  Abe  Linco ln   
went  down  to  New Orl eans ,  and  I ’ve  s een  i ts  muddy   
bosom turn  a l l  go ld en  in  the  sunse t  













The  r i vers  are  p ar t  o f  God 's  bod y,  and  part i c ipa te  in  h is  
immorta l i ty.  They  are  the  ear th ly  anal ogues  o f  e tern i ty :  d eep ,  
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con t inuous ,  mys ter i ous .  They  are  named in  the  o rder  o f  the ir  
assoc iat ion  wi th  b lack  h is tory.  The  b lack  man  has  d runk  o f  the ir  
l i fe -g i v ing  essences ,  and  thereby  borrowed  the i r  immorta l i ty.  He  
and  the  r ivers  have  become  one .  The  magi ca l  trans format i on  o f  
the  Miss iss ipp i  f r om mud  to  go ld  by  the  sun 's  rad iance  i s  
mir rored  in  the  t rans formati on  o f  s la ves  into  f ree  men  by  
Linco ln ' s  Proc l amat ion .  
(Onwuchekwa  103 )  
 
ヒューズは、アメリカ黒人である自己をより広いダイナミクスに置き直
し、アフリカへの道を示そうとしている。このとき、ハイチは、 “ the  
Afr i ca  o f  the  New Wor ld”  （ Corbould   2079）であり、「多様で活力の
あるアフリカン・アメリカンのアイデンティティを構築できるような金
床のようなもの」（ “ something  o f  an  anvi l  on  whi ch  to  f orge  a  d iverse  










子どもの視点を取り入れた詩集 Bl ack Misery（ 1969）も、「惨めさ」
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（ “misery”）をテーマにし、「惨めというのは /ラジオで  きみの近所が
スラムといわれているけれど  /  きみにとってはふるさとであるとき」
（ “Misery  i s  when  you  heard  /  on  the  rad io  that  the  ne i ghborhood  /  
you  l i ve  in  i s  a  s lum but  /  you  a lways  thought  i t  was  h ome”  Hughes  
Misery  n .pag .）という環境や、「惨めというのは  白人の先生が  /  黒人
はみんな歌がうまいと言うのに  /  きみは歌ひとつ  /  歌えないとき」
（ “Misery  i s  when  your  whi te  teacher  /  te l l s  the  c lass  that  a l l  
Negroes  /  can  s ing  and  you  can ’t  /  even  carry  a  tune”  n .pag .）と人種
的な先入観に基づいた痛みを詩にしている。  
ヒューズは、 Bl ack  Misery について、「ここにある人種差別主義はほ
とんどの場合、アメリカの言葉の構造の中に埋め込まれた、目に見えな
い、ごく些細な類のものである」（ “Mos t  o f t en  the  rac ism here  i s  o f  the  
invis i b le ,  super -subt le  k ind  that  l i es  embedded  in  the  s tructure  o f  
the  Ameri can  l anguage  i ts e l f .  O ’Meal ly ”  n .pag .）と言う。子どもの立
場でなければ感じ取ることのできないその些細さに、人種差別の痛 みの
最も先鋭的な部分がある。詩集の少年は「ニガーをつま先でつかまえろ」
（ “ ca tch  the  n igger  by  the  toe ”  n .pag .）という鬼決め唄に傷つくとき
に「黒の惨めさ」（ “b lack  misery”）を実感する。  
他方で、子どもを読者として想定するとき、その「惨めさ」は後退す
る。アーナ・ボンタンと共同で執筆した Popo  and  Fi f ina :  Chi ldren  o f  
Hai t i（ 1932）はハイチを舞台にし、同時代には「子どものための旅の
本」（ “al l  our  trave l  books  f or  ch i ldren ” The  New York Ti mes  Web）
に分類されたほどであるが、アフリカへのつながりが感じられるハイチ
を舞台にし、幸せな家族像を描いている。  
Popo  and  Fi f ina は、パパ・ジャン（ Pap a Jean）とママ・アンナ（ Mama 
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Anna）とポポ（ Pop o）とフィフィナ（ Fi f ina）、赤ちゃんのペンシア

















































多様性に対する非全体主義的な意識を表現する」（ Bernabé  [邦訳 ]  42）
クレオールの場所であり、アフリカン・アメリカン児童文学は、白人の
国アメリカから分離して、アフリカ系のトポスと連接できる。大西洋岸












フリカのヨルバ（ Yorùbá）族の語り手が口承で伝えていた “Al l  the  God ’s  






















(Gates  and  McKay  132 -33）  
 
この話を初めて書籍に収録したメアリー・ J・グレンジャー（ Mary  J .  















一般文学では、ユージン・オニール（ E ugene  Gl adstone  O 'Nei l l ,  









なねじれ」（ “a  tragi c  twis t  on  o ld  concept ions  o f  rac i a l  ident i ty ”  L i ve ly  
201）を示すが、飛翔や奴隷の主題はなく、アフリカン・アメリカンら
しさを出すためだけにこの題名が使われたようである。  
主題により迫る例では、トニ・モリスンの S ong  o f  So l o m o n（ 1 9 7 7）
で、飛び去ることが悲劇的に捉えられている。主人公のアフリカン・ア
メリカン青年ミルクマン（ Milkman）は、先祖をたどる旅の中で、曾祖
父のソロモン（ Solomon）が 21 人の子どもの中で末息子のジェイク（ Jake）
だけを連れてアフリカに向かって飛び去ったという話を聞く。この 話は、
「シュガーガール、ここに置いていかないで  /  綿ボールで窒息する  /  
シュガーガール、ここに置いていかないで  /  白人野郎の手がわたしに軛
をかける」（ “Sugarg ir l  don ’t  l eave  me  here  /  Co t ton  bal l s  t o  choke  me  












ミルトンが編纂した昔話集の The  Peop l e  Could  F ly  （ 1975）に収めら













The  s laves  who  cou ld  no t  f l y  to ld  about  the  peop l e  who  could  f l y  
to  the i r  ch i ld ren .  When  they  were  f ree .  When  they  sa t  c l ose  
be fore  the  f i re  in  the  f ree  l and ,  they  to ld  i t .  They  d id  so  l ove  
f i r e l i ght  and  Free -dom,  and  te l l in .  
They  say  that  the  ch i ldren  o f  the  ones  who  could  no t  f ly  to ld  
the i r  ch i ldren .  And  now,  me ,  I  have  to ld  i t  t o  you .   














ブバ、タンベ」（ “Kum […… ]yal i ,  kum buba  tambe”  169）「クム  クン
カ  ヤリ、クム（……）タンベ！」（ “Kum kunka  yal i ,  kum […… ] tambe ! ”  
Hami l ton  Peop le  170）や「ブーバ  ヤリ（……）ブーバ  タンベ」 ( “buba  
yal i […… ]buba  tambe”  171 )  というアフリカの言葉を唱える。これは「黒
い約束である古い言葉」（ “ the  anc ient  words  that  were  a  d ark promi se ”  
171）であり、モリスンの Song  o f  So lomon（ 1977）で引用される「カ
ム  ブーバ  ヤリ、カム  ブーバ  タンビー」（ “C ome  booba  ya l l e ,  come 
booba  tambee”）「カム  コンカ  ヤリ、カム  コンカ  タンビー」（ “Come 
konka ya l le ,  come  konka  tambee”  Morr i son  So lomon  Chapter12）とい
うわらべ歌にも類似している。 Song  o f  So l omon での呪文はアラブ語を
想起させることが指摘され（ El ia  182 -202）、いずれにせよ、白人の農園
主や監督人には分からない原初的な言葉が奴隷を救う。  
ジュリアス・レスターが編纂した民話集 Black Folkta l es  （ 1969）に













But  who  know? Maybe  one  morning  so meone  wi l l  awake  wi th  a  
s trange  word  on  h i s  tongue  and ,  u tter i ng  i t ,  we  wi l l  a l l  s t ret ch  
out  our  arms  and  take  to  the  a i r,  l eavi ng  these  b lood -drenched  
f i e lds  o f  our  misery  behind .  





この話の直後に、レスターは、 “Keep  on  Stepp ing”という話を収録し
ている。農園主との約束により自由を得た奴隷のデイブ（ Dave）は、悔
しがる農園主から「だけど、覚えていろ、デイブ。お前はやっぱりニガ




















2 .  家族史の受容  
 

















（再憶されなければ）言い表されえないもの」( “An exqu is i te ly  t ex tured 
reco l le ct ion ,  r ea l  or  imag ined ,  wh ich  i s  o therwise  ind escr ibable ”  
Hami l ton  Speeches  94)  を意味する。ネガティブな過去の記憶を、現在
をポジティブに補完できるように、コンテクストを変えて子どもを含む
読者に再受容させる作業といえるだろう。  



















ている。ベンと M・ C は時々一緒に狩りに行くが、ベンはほとんど M・
C の前に姿を見せない。  
あるとき、山に見知らぬ人たちがやってくる。いずれもアフリカン・
アメリカンで、一人は立派なスーツを着た紳士、もう一人は夏休みに一
人旅をしている少女ラーヘッタ・アウトロー（ Lurhet ta  Out law）であ




見下していた M・ C は、素潜りで彼女がほとんど自分と同等の力を見せ
たことに驚愕し、また、ラーヘッタの提案で出かけたキルバーンの谷が、
M・ C の想像をはるかに越え、見事に豊かな自給自足の共同体であるこ




地に足の着いた場所に引き戻す。偉大（ the  Great）と自認していたプラ




（ “Not  jus t  l i v ing  on  the  mountain .  But  me ,  l iv ing  on  the  mountain .  


















れている。 M・ C も家族も、セアラの亡霊がいまだに山に彷徨っている
ことを感じ、それをごく自然なものと捉えている。セアラが瀕死の赤ち
ゃんに歌う「オボラ（……）チョオ、パ、ヤニ、シ、ナーマーガマ、オ、
デー、カー、ノ」（ “O  Bola（……） Coo-pa-yani ,  S i  na -ma-gamma,  O  
deh-kah -no”   M .C.  78）という不思議な子守唄は、ジョーンズの記憶に












は、 3 日目になるまで明らかにならなかった。 3 日目の明け方、日
光が霧を払った。注意深くセアラさんは隠れ場所から這い出してき
た。  
E f f or t l es s ly  h is  mind  brought  Sarah  back  to  l i f e .  There  she  was ,  
hurrying  over  the  l ast  h i l l  f ac ing  the  mountain .  She  a lways  
g lanced  beh ind  her,  never  t rus t ing  the  empty  tra i l  as  she  raced  
ahead ,  carrying  something .  
M.C .  knew the  s tory  by  heart .  He  knew she  ran  for  f reed om.  
She  carr ied  a  baby.  Conceal ed  by  the  h i l l  haze ,  she  had  been  
h id ing  f or  two  days  be fore  she  knew what  lay  ahead  o f  her.  What  
i t  was  hadn ’t  r eveal ed  i ts e l f  unt i l  the  th ird  day.  On  that  d awning ,  
sunshine  broke  through  ve i l ed  mis t .  Caut ious ly  Miss  Sarah  crep t  
f r om her  h id ing  p lace .   
（ M.C .  26-7）  
 
物語の中盤まで、北に向かって山を登りつづけるセアラには圧倒的な存
在感があるが、 M・ C にとって彼女は奇妙で不気味な伝聞であり、むし
ろセアラから逃れて外に行きたいと思っている。  
しかし、紳士やラーヘッタらの他者との出会いののち、奴隷制から逃
れてきたセアラの軌跡が M・ C に初めて力を与える。作品において「真
の自由は、遺産から逃げることではなく、それを認めて受け入れること
で得られる」（ “True  freedom is  no t  f ound  in  escap ing  from one ’s  
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her i tage ,  bu t  in  embrac ing  i t ”  Russe l l   256）と指摘されるように、厳






受容はスタートであり、ベンと M・ C という新世代の関係において、キ
ルバーン一族への差別の解消やセアラ山の生活の改善が模索される予兆














 ヴァジニア・ハミルトンの Sweet  Whispers ,  Bro ther  Rush（ 1982）





く物語である。少年 M・ C の受容と成長が家族から共同体へ拡大してい
るのに対し、少女であるツリーの受容と成長は、家族から家族への移動
のようである。  
 ツリーの母のマヴィ（ M’Vy ;  Vio la）は住み込みの看護師として働くシ
ングルマザーで、週末に帰宅する。週に一度、67 歳の元ホームレスの女
性プリチャード（ Pr ichard）が、家政婦として通ってくるが、普段はツ







































We  proposed  a  un ique  concep t :  that  the  young  have  the  r i ght  to  
books  re f l ec t ing  the ir  cu l tura l  and  rac i a l  an d  sp ir i tual  her i tage .  
Cul tura l  democracy  was  to  be  the  g iant  s tep  on  the  way to  equal  
educat ion  and  the  f i rs t  p r inc ip le  to  the  at ta inment  o f  human  
equal i ty.  We  assumed as  a  human  r ight  that  a l l  p eop le  have  free  
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access  t o  in formati on  about  themsel ves  and  th e i r  pas ts .  
(Hami l ton  Speeches  138 )   
 
























































































りたっている）」（ [Hami l ton ' s ]  id eas  centered  on  extended  and  c rea ted  
fami l ies  [ o f ten  these  fami l i es  are  c ross -cu l tu ra l  and  
cross -generat i onal ]  as  smal l  pockets  o f  surviva l  in  an  o f ten  l arge  and  


























































3 .  アフリカン・アメリカン史の受容  
 
ⅰ .  神話創造の試み‐ The  Magi ca l  Ad ventures  o f  Pret ty  P ear l  


























き、パールは大人のマザー・パール（ Mother  P ear l）と少女のプリティ・








を担う（ Webber  [邦訳 ]  30 -42）。たとえば、ジョージア州の大農園では、
母親たちが農園で働く間、大勢の子どもが「保育室」と呼ばれる劣悪な




























しい歩くドゥワーロでいるのは嫌だ」（ “He  had  never  once  wanted  to  be  
a  god .  But  he  wasn ’t  f ree ,  he  was  t ied  to  P ear l .  And  he  d id n ’t  want  to  






（ “ I  WANT TO BE FREE!  I  WANT TO B E HUMAN!”  Pret ty  Pear l  101）
と思いつつ、プロミスで暮らすううちにその切望を忘れはじめる。 プロ
ミスではパールとの主従関係は相対化され、パールもドゥワーロも同じ



























 And fe l t  the  tears  there .  His  f ingers  were  wet  wi th  rea l  tears .  He  
knew!  He  s i gned  deep ly.  Thank  you ,  de  Conquer !  And  breathed  
l ike  a  man .  Then  he  und ers tood  that  he  had  been  breathing ,  
s leep ing  and  no t  pretend ing  fo r  a  good  long  whi l e .  
Dwahro  was  overcome .  Standing  there ,  he  was  thankful ,  and  
he  bowed  h is  head  humbly.  At  that  moment  he  fe l t  a  f l ood  o f  
human  emot ions .  
































（ Raphae l  Conf iant ,  1951 -）やパトリック・シャモワゾー（ Patr i ck  











（ [邦訳 ]  331 )  
 
と述べている。シャモワゾーは、 Au Temps  d e  l ’ an tan -Contes  du  Pays  
































なければならない。分かるだろう』」（ “De  shack led  crowd  wi l l  be  f reed ,  
mos t  prob ’ l y,  bu t  no t  je s ’ ye t , ”  sa id  de  Conquer.  “ I t  wi l l  ge t  w r i t t en .  

















The  sp i r i t s  took  on  fo rm.  One  o f  them was  Johnson  and  the  o ther  
was  Ri ley.  They  urged  s laves  to  run ,  wh isper ing  words  o f  wi sdom,  
words  o f  Af r i ca ,  in  capt i ve  ears .  The  s laves  were  now f ie ld  hands ,  
who  worked  in  the  f i e lds  f rom dawn  to  dusk.  Once  the  b lack  f o lks  
go t  the  word  from the  d e  Conquer  sp ir i ts ,  they  knew who  i t  was  
in  the  f i e lds  wi th  them.  They  knew that  the  A fr i can  god  was  
behind  them.  And  they  carr ied  on .  
（ Pret ty  Pear l  20）  
 
奴隷たちは、黒人英語を共通の言葉にして連帯し、時に逃亡し、時に助
け合う。ジョンソンとライリーがささやいた「アフリカの言葉」（ “words  








ド・カヌー（ Old  Canoe）は、それを誇りにしている。言葉の重要性を
熟知しているオールド・カヌーは、チェロキー族の経験した「涙の旅路」
（ “Trai l s  o f  Tears ”  1838） 3 4を語り継ぎ、外の世界とのつながりから、
迫りくる鉄道敷設の計画も知っている。  







（ “ I  a in ’ t  the  boss  o f  i t .  No  bosses  here !  But  I  i s  de  one  that  ta lks  de  
























































ちとともにペリー（ Perry  [ハミルトンの旧姓 ]）家の人間になり、理想
的な地縁社会で、語り手の役割を担うようになる。  
   







There  was  something  about  her  that  made  a l l  the  ins ide  fo lks  
l ook  at  her  so lemnl y,  r espec t fu l l y.  She  he ld  herse l f  most  p roud .  
But  she  he ld  herse l f  inward ,  and  they  were  never  sure  jus t  what  
would  come  out  o f  her,  how she  would  begin .  (……)  “One  l ong  t i me ,  
“she  began ,  “d e  god  came  d own  from on  h i gh .  Came  down  f rom 
Mount  Kenya  on  a  c lear  day. ”  






































Toning  the  Sweep は、アフリカン・アメリカンの歴史を絡めて少女と
その母が家族史を受容する中編である。オハイオ州のクリーブランドで







































































（ “ reminis cent  o f  a  Wes t  Afr i can  r i tua l  in  whi ch  the  community  
comes  together  and  shr ieks  a t  the  moment  o f  a  per son ’s  death  to  



















こは家族 3 人の思い出の場所なのである。  
植物のクズも、南部に続く証になる。19 世紀末に万国博覧会をきっか
けに日本からアメリカに移入されたツル性植物のクズは、土壌流出防止
や緑化の効果を期待されて、特に南部（ Sheina  Web）で植えることが推
進された。しかし、雑草に近い繁殖力と生長の早さから爆発的に繁茂し、




















誰にも止められない」（ “ I  a l ways  made  be l ieve  that  I  ha ted  i t  when  I  


































































を構想したハミルトンの The P lanet  o f  Junior  B rown と、通りに住む
人々の関わりあいをスケッチしたウォルター・ディーン・マイヤーズの





の Second  Daughter は、奴隷制が続いていた植民地アメリカで、独立戦
争を経てアメリカ合衆国が誕生し、憲法が成立したときに「人間」の中
に黒人も含まれることを主張して裁判で自由を勝ちとったエリザベス・
















1 .  逃亡における連接‐逃亡奴隷と「地下鉄道」  
 
ⅰ .  「地下鉄道」というネットワーク‐ Scenes  in  the  L i f e  o f  Harr ie t  
Tubman  （ 1869）から Harri et  Tubman :  Conductor  on  the  U nderground  


















女性と結婚し、ハリエットは後年、ネルソン・デイヴィス（ Nelson  Dav is）
という退役軍人と再婚した。  
白人教師で歴史の研究者だったサラ・ブラッドフォード（ Sarah  H.  
Bradford ,  1818 -1912）は、タブマンの生前に直接聞き取りをおこなって
Scenes  in  the  L i f e  o f  Harr ie t  Tubman  （ 1869）にまとめた。ブラッド
フォードには Lewie ;  Or,  The  Bended  Twig  （ 1854）や The Linton  
Fami ly,  Or,  The  Fashion  o f  th is  World（ 1860）などの児童書の出版歴
もあり、 1886 年には再びタブマンを取り上げて Harri e t  Tubman :  The  








逃亡する  の 3 つの方法があったが、最も白人社会への挑戦になったの
は逃亡で、しばしば危険を伴ったが、多くの黒人奴隷が試みた 3 6。  
1850 年まで、奴隷は北部と南部の境界であるメイソン・ディクソン線
（ Mason  and  Dixon  Li n e）を越えて自由州に行くことを目指したが、














描かれたイーストマン・ジョンソン（ Eastman Johnson ,  1824 -1906）
の  “A Ride  for  F reedom:  The  Fugi t ive  Slaves ”（ 1862）の絵 3 7は、 3 人
家族が馬で北部に逃げていく様子を描き、野蛮な南部を貶め、革新的な













る。タブマンを支えた「地下鉄道」のシステムへの考察はなく、 Scenes  








At  one  t ime  she  l e f t  her  par ty  in  the  woods ,  and  went  by  a  l ong  
and  roundabout  way  to  one  o f  the  “s ta t ions  o f  the  Und erground  
Rai lway, ”  as  she  ca l led  them.  Here  she  procured  f ood  fo r  her  
famished  par ty,  o f t en  p aying  out  o f  her  hard l y -ga ined  earnings ,  
f i ve  d o l la rs  a  day  fo r  food  f or  them.  But  she  dared  no t  go  back  to  
them t i l l  n ight ,  fo r  fear  o f  be ing  watched ,  and  thus  reveal ing  
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the i r  h id ing -p lace .   






良家で奴隷制度廃止主義者のゲリット・スミス（ Gerr i t  Smi th ,  
1797 -1874）、白人弁護士で政治家の奴隷制度廃止論者ウェンデル・フィ





















One  f ine  morning Joe  was  mi ss ing ,  and  h is  brother  Wi l l i am,  f rom 
another  p lantat i on ;  P e ter  and  El i za ,  t oo ,  were  gone ;  and  these  
made  par t  o f  Harr i et ' s  next  party,  who  began the ir  p i l gr image  
from Mary land  to  C anada ,  or  as  they  expressed  i t ,  f rom “Egypt  to  
de  l and  o f  Canaan . ”  









  彼女は紳士の事務所に行った。  
「何が要るんだい、ハリエット？」という声がまず迎えた。  
    「お金です」  
    「ほんとかい？いくら要るんだね？」  
  「 20 ドルです」  
    「 20 ドルだって？誰に言われてここに来た？」  
  「神様です」  





She  went  in to  th is  gent leman 's  o f f i ce .  
“What  do  you  want ,  Harr ie t?  ”  was  the  f i r s t  gree t ing .   
“ I  want  some  money,  s i r.  ”  
“You  do?  How much  do  you  want?  ”  
“ I  want  twenty  d o l l ars ,  s i r.  ”  
“Twenty  do l l ars ?  Who  to ld  you  to  come  here  fo r  twenty   
dol lars ?  ”  
“De  Lord  to l e  me,  s i r.  ”  
     “Wel l ,  I  guess  the  Lord ' s  mis taken  th is  t ime .  ”  
“ I  guess  he  i sn ' t ,  s i r.  Anyhow I 'm  gwine  to  s i t  here  t i l l  I  g i t  
i t .  ”  




















して、アフリカン・アメリカン作家のアン・ピトリ（ Ann  Lane  Petry,  
1908 -97）が書いた評伝 Harrie t  Tubman:  Conductor  on  the  



























ピトリの Harri e t  Tubman では、タブマンは農園奴隷として働いてい
るときにタイス・デイヴィッズ（ Tice  Davids） 3 9の逃亡伝説を耳にし、
「小包」「箱」「乗客」と呼ばれるものが逃亡奴隷の隠語であることや、







Harr ie t  l earned  that  the  Underground  Rai l road  that  ran  s t ra ight  
to  the  North  was  no t  a  ra i l road  a t  a l l .  Nei ther  d id  i t  run  
underground .  I t  was  comp osed  o f  a  l oose ly  organi zed  group  o f  
peop le  who  o f f ered  f ood  and  shel ter,  o r  a  p l ace  o f  c oncealment ,  to  
fug i t i ves  who  had  set  ou t  on  the  long  road  to  the  N or th  and  
freedom.  
（ Petry  97）  
 
何度目かの試みで単独の逃亡に成功したのち、彼女は、トーマス・ギャ





で、 Scenes では、「すばらしく心が広く寛大で、彼の手を通じて、 2000
人の自分で自分を解放しようとする奴隷が自由への道を通り抜けていっ
た、とハリエットは言う」（ “a  man o f  a  wonder fu l l y  l arge  and  generous  
hear t ,  through  whose  hands ,  Harr ie t  t e l l s  me,  two  thousand  




















いる。手綱はかけ釘にかかっている」（ “My  wagon  s tands  in  the  
barnyard  o f  the  next  farm,  r i ght  across  the  way.  The  hors e  i s  in  the  







































ⅱ .  「地下鉄道」がつなぐ過去と現在‐ Time  Pieces :  A Book o f  Ti mes  
（ 2000）  
 
ヴァジニア・ハミルトンの Time  Pieces :  A Book  o f  Times  （ 2000）
は、10 歳の少女ヴァリナ（ Valena）が夏休みに「地下鉄道」をめぐる歴
史を知ることで自己認識を深め、前向きになるまでを描く中編である。
「地下鉄道」を通じて、 20 世紀のヴァリナと 19 世紀の逃亡奴隷が連接


























I  wi l l  a l ways  love  the  s cary  s i ght  o f  that  grea tes t  wi ld  animal .  I  
wi l l  never  forge t  h i m.  I  wi l l  a lways  ad mire  h im and  worry  over  
h im in  my  rememory .  Later,  in  the  pap ers ,  Valena ’s  dad  read  a  
s to ry  about  Gargantua .  The  ani mal ’s  face  was  a l l  ugly  because  a  
mean  sa i l or  threw ac id  on  h im,  on  the  boat  that  b rought  h i m from 
the  jungle .  
I  bet  Gargantua  never  wanted  a  cage ,  even  a  grea t  b i g  l ong  
one .  Who would?  Wel l ,  I  sure  wouldn ’t .  He  only  wants  t o  be  
outs id e  in  nature .  He ’s  l i ke  I  am.  He  wants  t o  be  f r ee .   



















（ Tunny  Free）という逃亡奴隷がいて、モード・フリーの礎を作ったこ
とも語られる。  























I  d idn ’t  do  i t ,  and  you  d idn ’t  do  i t .  Lo tsa  fo lks  go  when  they  has  
to ,  jus t  l i ke  that  o ld  A fr i can .  Had  her  own  bus iness  t o  tend  to  i n  
the  worr i es  ou ts ide .   






























2 .  欠落による連接‐路上の人間関係   
 














することがこの共同体の人種問題に別の複雑な側面をもたらした」（ “ the  
set t lement  o f  Wes t  Ind ian  Negroes  in  Harl em on  the  1920 ’s  added  
another  compl i ca t i ng  d imens ion  to  the  rac ia l  prob lems  o f  th is  
















路上は、孤独を増幅させる。 J・ D・サリンジャー（ J .D.Sa l inger,  
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1919 -2010）の  The  Catcher  in  the  Rye  （ 1951） の主人公ホールデン・









② The  Planet  o f  Junior  Brown における路上の「惑星」  
 




Junior  B rown は、ニューヨークのストリートチルドレンのバディ・
クラーク（ Buddy  C lark）と、同じ中学校に通うジュニア・ブラウン
（ Juni or  [本名 Vi rg i l ]  Brown）の友情を描く。バディは 14 歳のアフリ
カン・アメリカンで、裏通りの廃屋にひそかに形成されている「惑星」
（ “p lanet”）と呼ばれるホームレスチルドレンの共同体の指南役「明日
のビリー」（ “Tomorrow Bi l l y”）をつとめている。 9 歳で家出したバディ
は、偶然迷い込んだ「明日のビリーの惑星」（ “ the  p lanet  o f  Tomorrow 


































































Junior  had  thoughts  and  dreams ,  whi ch  he  d rew.  He  had  p ianos  
wi th  sp l endid  sound  whi ch  he  pain ted .  He  had  the  schoo l  and  the  
p lanet  o f  Jun ior  B rown .  He  had  the  s treets  wi th  Budd y  Clark  free  
and  tough ,  knocking  h is  way  through  them.  He  had  everyone  
f l owing  free—Mr.  Poo l  and  h is  dadd y  and  Buddy ’s  dadd y  and  
games  and  buses  and  o ld  peop le  and  trees .   
（ Juni or  B rown  138-9）  
 
「惑星」は、「あらゆる姿と肌の色の 1 インチ大の人間たち」（ “ inch -h i gh  






























し合った」（ “They  bui l t  the i r  own  community  ou t  o f  mater ia ls  taken  
from the  A fr i can  past  and  the  Ameri can  present ,  wi th  the  va lue  and  
memori es  o f  A f r i ca  g iv ing  meaning  and  d irec t ion  to  the  new crea t ion .  
They  l i ved  and  l oved  from s undown  to  sunup ”  R a wi c k  [邦訳 ]  11 -12）。 




































ⅱ .  共同する場‐ 145 t h  St ree t  （ 2000）  
 











さを埋めるために自分の才能を使おうと決心したのである（ Bishop  
“Present ing”  135）。  
マイヤーズは、ハーレムの厳しさを理解しつつ、そのシニフィアンの
内側に複雑な人間関係と利害を越えた結びつきがありうることを探って
きた。Scorp i ons  （ 1988 )では、少年ジャマール（ Jamar）が、刑務所に
入っている兄からのメッセージを受けてストリート・ギャングのリーダ
ーになり、友人のティトが敵対するグループのメンバーを誤って銃で殺
してしまったことで苦い別離を経験する辛さを描く。Somewhere  in  the  
Darkness  （ 1992 )では、刑務所から出て、自分の無実を知らせようとす
る父親と葛藤を抱える息子との関係を軸にし、暴力と隣り合わせのハー
レムの絶望を基盤にしている。  
その一方で、初期の Fast  Sam,  Cool  C lyde ,  and  Stu f f  (1978 )は、 116
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丁目に住む子どもたちの成長や恋や友情をテーマにし、 The Young  




145 t h  S tree t  は 10 編から成る連作短編集で、ハーレム地区の共同性
を浮かび上がらせることに成功している。 “Big  Joe ’s  Funeral ”では、客
足の途絶えないバーベキュー屋を経営し、界隈で尊敬されているビッ
グ・ジョー（ Big  Joe）が自分で生前葬とパーティを企画する。ビッグ・
ジョーの恋人で未亡人のセイディとその娘のピーチズ（ Peaches）は企
画が気に入らず、町の人たちも困惑するが、会は成功裏に終わる。  







“F ighter ”は、1 試合 145 ドルのボクシングで妻と幼い子どものために





“Angela ’s  Eyes ”は、タクシー運転手だった父親が殺された 7 年生のア
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“A Chris tmas  Story”は、ハーレムの外の郊外に暮らしながら通勤して
くる警官のオブライエン（ O’B rien）と、ハーレムで最年長といってい







“A Story  in  Three  Parts ”は、麻薬中毒の少年ビッグ・タイム（ Big  Time）
の更生の兆しをとらえる。第 1 部では祖母に麻薬を買うお金を無心し、










































そう、モンキーマン」（ “That  n i ght  in  the  park  Monkeyman had  seemed  
so  smal l ,  but  now,  in  my  mind  and  in  my  hear t ,  he  has  grown .  Yeah ,  







































 I  wanted  them to  say  how bad  they  fe l t  about  i t  and  what  a  shame  
i t  was  the  way  l i f e  cou ld  s l ip  away  so  eas i l y  in  Harl em,  in  our  
communi ty,  on  our  s tree t .  Maybe  when  we  go t  t oge ther  and  le t  
our  pa in  ou t  i t  wou ld  r i se  up  and  reach  someplace  where  the  k id  
could  fee l  i t ,  too .   












と考えただけだ」（ “ I  just  thought  that  some  peop le  were  go ing  to  show 










3 .言葉による連接  
 











議」（ Congress  o f  R ac ia l  Equ i ty）の活動を通じて夫となる人物と知り












ゥ（ Fatou ;  フラニ語で「長女」の意味）と想定し、ファトゥとその妹が
どのように自由を獲得したかという事実を大枠に、細部に言葉の力を重
視する価値観をしのばせている。  
記録ではベットの「姉もしくは妹」（ “s i s ter ”）としか記載されていな
い女性について、ウォルターは 6 歳年下の妹アイサ（ [A issa ]フラニ語で
「２番目に生まれた娘」の意味。奴隷名はリジー [L i zz i e ]）と想定し、
語り手としている。  











 アイサが 5 歳のとき、ニューアムステルダムの判事ジョン・アシュリ

























が来るわ。待ちましょう」（ “A b lack  con jurer -woman  de l iver ing  my baby,  































マレン（ Zach  Mul l en）が、無抵抗の自分を銃で脅して暴力をふるった






























いと思えるような喜びを与えてくれる」（ “To  speak  my  mother  tongue  




































いうこと」（ “We  ho l d  these  tru ths  to  be  se l f -ev ident ,  that  a l l  men  are  
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created  equa l ,  that  they  are  endowed  by  the ir  Creator  wi th  cer ta in  
unal ienable  r ights ,  that  among  these  are  l i f e ,  l iber ty,  and  the  pursui t  






















アンナやアシュリー氏の考える「召使」（ “ servant ”）ではなく、「奴隷」
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（ “ s lave ”）であることを主張して、「善良で親切な主人を説明する言葉
は、奴隷制度を話すときにはあてはまらない。（ ……）傷があろうとなか
ろうと、私たちは自由になるのにふさわしい」（ “Words  descr ib ing  a  good  
and  kind  masters  d o  not  go  toge ther  when ta lk ing  about  
s lavery. (……)With  o r  wi thout  wounds ,  we  deserve  to  be  f r ee ”  Second  
183）と伝える。また、実際の裁判でも「しかし、彼女が親切かどうか
には関係なく、憲法は私たちに自由の権利があると言っている」（ “But  
whether  she  i s  k ind  o r  no t ,  the  const i tut ion  says  we  have  r ights  to  



























ⅱ .  ポエトリー・リーディングの力‐ Bronx  Masquerade  （ 2002）  
 


















コレッタ・スコット・キング賞受賞作である Bronx Masquerade  （ 2002）
は、アフリカン・アメリカンの言葉による詩と救済の力を取り入れ た作
品である。ニューヨーク市のブロンクス地区の学校に通う 15 才の高校























「バッド・ボーイ」（ “Bad  Boy”）と呼ばれるウェズリー・ブーン（ Wesley  
Boone）がハーレム・ルネッサンスの詩人についてのレポートの代わり
に、ラングストン・ヒューズについて「笛吹みたいだね  /  詩があなたの
笛  /  誇らしく、うれしい  /  あなたに敬意を表することが  /  真のハー
レム・ルネッサンスの人」（ “You  were  a  p ied -p iper,  b ro ther  man  /  wi th  
poetry  as  your  f lu te .  /  I t ’s  my  honor  and  p leasure  to  sa lu te  /  You ,  a  











マイク」の「高飛び込み」（ “High  Dive”）という詩では「深呼吸して  /  空
に  /  絵筆を少し浸して  /  長い跳躍  /  そして … /  続く」（ “ I  take  a  d eep  
breath ,  /  d ip  the  t ip  o f  my  brush  /  in to  sky,  /  take  one  l ong  l eap  /  and… 
/  To  be  cont inued ”  100）と決意を表わし、次の「オープン・マイク」で
の「自画像 -父への詩」（ “Se l f -Portra i t :  A P oem fo r  My  Father”）で、父
への決別を告げ、「これが私の自画像  /  パパは自分のキャンバスを選ん
だ  /  私にも自分のキャンバスを選ばせて」（ “This  i s  my  port ra i t .  /  You  
chose  your  canvas .  /  Le t  me  choose  mine”  155）と宣言する。  
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紙」（ “A L et ter  to  My  Mother”）で、皮下注射をした姿のまま亡くなっ
ていた母に向け、「ママ、ついに許してあげる  /  愛をこめて  /  ポーシャ  
/  追伸  /  さようなら」（ “Mom,  I  f ina l l y  f org ive  you .  /  Love ,  /  Porscha .  /  
P.S .  /  Good -bye”  161）という詩を読み上げることができる。  
 最初は月に 1 度の開催だった「オープン・マイク」は、手応えを感じ
た教員によって週に 1 回に頻度が上がり、詩人招聘というイベントにも










（大和田 228 -9）く、黎明期には DJ のアフリカ・バンタータ（ A fr i ca  
Banbaataa  [本名 Kevin  Donovan ] ,  1957 -）が牽引した。  
ヒップホップは、①ラップ‐抑揚をつけ、しゃべるように韻を踏みな













若者たちは、リアーナ（ Ri hanna ,  1988 -）やクリス・ブラウン
















































を作ることが可能である。 Bronx Masquerade でも、語り手のタイロン




れ続けていたジャネラ・バトル（ Jane l l e  Bat t le）が固い殻に大切な自
分を守っていることを喩えて「だって私はココナッツ  /  芯の部分は /  
あなたが知っているより  /  甘いのよ」（ “ fo r  I  am coconut ,  /  and  the  














「 5 時のニュース」（ “News  a t  F ive ”）という歌は黒人の犯罪率の高さや
貧困問題を報道する夕方 5 時のニュースを批評するものである。タイロ
ンは「おれはラッパー、銃は撃たない。言葉がおれを解放する  /  マーテ
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ィンの力を信じるぜ、あのキングはもう死んでしまったけれど」（ “ I ’m  a  
rapper,  no t  a  shoo ter.  Words  are  my  re lease .  /  I  be l i eve  in  Mart in ’s  
power,  though  the  King i s  gone”  130）と歌い、青い目のスティーブは
「やつらが話すのを聞くと、麻薬と暴力だけがおれたちの歌だとさ  /  お
れは思う  それは嘘だと証明するときだと」（ “Hear  them te l l  i t ,  drugs  
and  v io l ence  i s  our  on ly  song .  /  For  mysel f ,  I  th ink  i t ’s  t i me  that  we  
al l  prove  them wrong”   131）と続く。アフリカン・アメリカンのウェ
ズリーは「明日のニュースを書くのは俺たちだ  /  今から始めよう  みん
な自分を真新しい仲間にできる」（ “C ome tomorrow,  we  wi l l  be  the  ones  
to  wri te  the  news .  /  Star t ing  now,  we  can  create  ourse l ves  a  whol e  
new crew”  ib id .  131）とラップをつなぎ、 3 人はそれぞれに「おれはこ
こにずっといる、なあ。おれは演奏するためにここにいる、なあ。あば








いるわけです」（大和田 &長谷川  238）と述べられるように、場としての



























1 .アフリカン・アメリカン児童文学の現在  
 

















「受容」には、ジュリアス・レスターの戯曲 Day o f  Tears :  A Novel  in  
Dia l ogue（ 2005）が挙げられる。 1859 年にジョージア州でおこなわれ
た史上最大規模の奴隷市から始まるドラマを扱い、家族と離ればなれに














い。カディール・ネルソン（ Kadi r  Nelson ,  1974 -）の We Are  the  Ship :  
The  Story  o f  Negro  League  Basebal l  （ 2008）  はプロ野球の黒人リー
グの成立と苦闘を扱い、同じネルソンの Heart  and  Soul :  The  Story  o f  
Ameri ca  and  A fr i can  Ameri cans（ 2011）は、奴隷制時代からの通史を
史実と絵でたどる。ジェリー・ピンクニーの Hand  in  Hand :  Ten  Black  
Men  Who  Changed  Ameri ca（ 2012）は、科学者のベンジャミン・バネ
カー（ Ben jamin  Banneker,  1731 -1806）、黒人運動指導者のフレデリッ
ク・ダグラス、公民権運動指導者のフィリップ・ランドルフ（ Phi l ip  
Randolph ,  1889 -1979）、ケニア系で初のアフリカン・アメリカン大統領
のバラク・オバマ（ B arak Obama,  1961 -）らの人生をスケッチしている。
いずれも、アフリカン・アメリカンが達成してきたことを可視化する試
みである。  
「連接」の点では、シャロン・ドレイパー（ Sharon  Draper,  1948 -）

















白人作家のゲイリー・ポールセン（ Gary  Paulsen ,  1939 -）の Night john 
（ 1993）は、禁じられた読み書きへの希求を核に、奴隷の少女が人間と
しての権利に目覚めるまでを描いた中編である。作品では、奴隷少女サ































































アフリカン・アメリカンと規定する人は約 13％であり  (U .S .  Census  
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Bureau .  Web )、白人はいまだに数的に優位にある。また、人種問題が社
会格差や貧困問題へと展開している状況下で、アフリカン・アメリカン
は、相対的にマイノリティに位置づけられる。 1960 年代から 90 年代に
かけての世帯収入や教育費について調査したジュリア・アイザック

















ば、ビショップは、 1999 年のアメリカの児童書出版点数 2 ,500～ 3 ,500
点のうち、アフリカン・アメリカンを扱ったものは 2％であり、不足は
明らかであると指摘している（ Bishop  “Walk  Tal l ”  556）。  





























































2016 年 度 の コ ー ル デ コ ッ ト 賞 佳 作 の Voi ce  o f  F reed om （ Caro l  
Weather ford  &  Ekua Holmes ,  2015 ） と Trombone  Shorty  （ Troy  
Andrews  &  Bryan  Col l i er,  2015）は、いずれもアフリカン・アメリカン
の人生を主題にし、コレッタ・スコット・キング賞にも推薦されている。
Voice  o f  Freedom は、黒人霊歌の歌い手として公民権運動をリードした




れる。ヘイマーは、「ある日、白人の老人が私に言った  /  彼には怖くて
やれなかったことをしてくれて感謝していると  /  どれほど長い間、彼が
変化を望んでいたか言葉にもできない  /  彼は、私が自由になるまで自分
も自由になることはできない、と」（ “One  day and  o ld  whi te  man to ld  me 
/  he  apprec ia ted  me  do ing  what  he  was  a fra id  to  do .  /  A in ’ t  no  t e l l in g  
how l ong  he ’d  wanted  change .  /  He  could  no t  be  f r ee  unt i l  I  was  free . ”  
Weather ford  &  Hol mes  n .pag .）と述べ、アフリカン・アメリカンの戦
いの最前線にあった肌の色を越えた結びつきを伝えている。  
Trombone  Shor ty で生い立ちを一人称体で語るのは、天才奏者のトロ
ンボーン・ショーティ（ Trombone  Shor ty）  ことトロイ・アンドリュー




















（ Wil l iam H.  Armstron g,  1911 -99）による Sound er  （ 1969）、 1974 年
は白人作家ポーラ・フォックス（ Paula  Fox ,  1923 -）の The Sl ave  Dancer  
（ 1973）、1975 年にヴァジニア・ハミルトンの M.C .Higgins ,  the  Great、
1977 年にミルドレッド・テイラーの Rol l  o f  Thunder,  Hear  My  Cry で
ある。だが、 1930 年代の南部に生きる貧しい黒人一家の悲哀を描く
Sounder が黒人の「少年」（ a  boy）の内的感情に必ずしも触れずに安全
なところから眺めているに過ぎず、違法の奴隷貿易を扱う The Sl ave  
Dancer に連れ込まれる白人少年ジェシー（ Jess ie）に奴隷への共感がま
ったくないとするなら、そこにはやはり分離の思想が働いているといわ
ざるを得ない。当初、The  Slave  Dancer を評価していたペリー・ノーデ
ルマン（ Perry  Node lman）は、学生からの意見で「この本のアフリカ人
たちが声なき者であること、彼ら自身の苦しみや物語を語る方法も持た
ない者である」（ “ the  A fr i cans  in  the  book  are  l e f t  wi thout  a  vo i ce ,  and  
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wi th  no  way  to  sp eak o f  the ir  own  su f fe r ing  or  te l l  the ir  own  s tory”  
Nodelman  Pl easures  126）ことに気づき、混乱が生まれたことを告白し









聞いてごらん」（“ Why don ’t  you  ask  the  man  i f  he ’ l l  p lay  us  a  s ong ?” 
Peña   n .pag.）とギターを持った人を指さし、目の不自由な人につい
ては「世界を耳で見る人もいるのよ」（“ Some  peop l e  watch  the  wor ld  






Vo ice  o f  F reed om や Trombone  Shor ty がアフリカン・アメリカンと
いうかっこ付きではなくアメリカの絵本としてコールデコット賞を受賞



























（廣野由美子  134 -5）。フィッシュは読者反応批評理論家のスタンリ
ー・フィッシュ（ Stanley  E .  F ish）を指す。The  Oxford  Di ct ionary  o f  






text  may  be  sa id  to  presuppose  an  ‘ idea l ’ reader  who  has  the  
part i cu lar  at t i tudes  （ moral ,  cu l tura l ,  e tc）  app ropr iate  t o  that  
text  in  o rder  for  i t  to  ach ieve  i t s  fu l l  e f fec t .  This  impl i ed  reader  i s  
to  be  d is t ingu ished  from the  actual  r eaders ,  who  may  be  unable  or  
unwi l l ing  to  o ccup y  the  pos i t i on  o f  the  impl ied  reader” 166）。  




3 オーストラリアのジェラルディン・ブルックス（ Gera ld ine  B rooks ,  
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1955 -）の March  (2005）は、奴隷解放主義者として北軍に従軍した
マーチ氏（ Mr.  March）の若者時代と、マーチ夫人（ Mrs.  March）の









わせる人種差別的な大衆演劇。 1830 年代ごろから出現し、 19 世紀末
までにエンターテインメントの多様化により衰退したが、キャラクタ
ーの造形や、黒人を見下した笑う態度は残存した。  




端が人間の身体的 特徴を強調するこ とで生まれるなら 無批判に子ど
もに与えるべきではないという論がぶつかりあい、論争を呼んだ。時
間をおき、バンナーマン自身の挿絵を用いた『ちびくろさんぼのおは





                                                                                                                                                     
6  原作は、奴隷制度反対主義の新聞に掲載されて大きな反響を呼んだ小




にかけて、私らは自由のために死ぬまで闘うつもりだ」（ Stowe  [邦訳 ] 
236）と大胆に宣言する場面もある。主人公の黒人奴隷のアンクル・



















                                                                                                                                                     
ナダ生まれのアメリア・E・ジョンソン（ A mel ia  E .  Johnson ,  1858 -1922）
が嚆矢で、彼女は、浸礼派教会の牧師と結婚してフィラデルフィア州
に住み、夫を助けて日曜学校向けの話を書いた。1887 年に 3 か月間発
行した 8 ページ足らずの子どものためのキリスト教布教の小冊子 The 
Joy では自作の詩や短い話を掲載し、いずれも、黒人の経験には関連
しない、伝道のための教訓話である（ Rapenfuse  Web）。ジョンソンが
The Joy の廃刊後に書いた Clarence  and  Corr ine :  o r  God ’s  Way（ 1890）
と The  Haze ly  Fami ly（ 1894）は、この分野の最初期の単行本作品で







スピラーズ（ Hortense  Sp i l l ers）やクローディア・テイト（ Cl audia  Tate）
らのアフリカン・アメリカン文学の批評家は、ジョンソンが白人読者
と同じ信仰と価値観を持っていることを前景化したことで、アメリカ








                                                                                                                                                     
カンのアイデンティティに二重の混乱をもたらすこともある。ネラ・
ラーセンの Pass ing（ 1929）は、白人になりすますことのできる 2 人
の女性アイリーン（ Irene）とクレア（ C lare）を主人公に、なりすま
して白人男性と結婚したクレアに対するアイリーンの複雑な感情と 2
人の同性愛的な関係が絡みあう。同じハーレム・ルネッサンス期のジ
ェシー・フォセット（ Jess ie  Fause t ,  1882 -1961）の Plum Ban :  A Novel  
wi thout  a  Moral（ 1928）は、姉妹でありながら、見た目が黒人であ
る妹と、なりすましが可能な姉のそれぞれの人生を追う。  
1 2  40 年代に書いた歴史ノンフィクションである A Story  o f  the  Negro  
（ 1948）は、 1949 年のニューベリー賞佳作に選ばれている。この年
のニューベリー賞選定委員 4 人のうちの一人であるハールマエ・ヒ
ル・ローリンズ（ C harlemae  Hi l l  Ro l l i ns ,  1897 -1979）はミシシッピ
州生まれのアフリカン・アメリカンで、ハワード大学を経てシカゴ公
共図書館で司書になり、ラングストン・ヒューズ（ Langston  Hughes ,  
1902 -1967）の評伝や、アフリカン・アメリカンの子どもに向けたブ
ックガイドの We B ui ld  Together :  A R eader ' s  Guide  to  Negro  L i fe  
and  Li te rature  fo r  E lementary  and  High  Schoo l  Use  （ 1941）を最
初期に出版した人物である。アメリカ児童文学の中枢で対抗的なロビ
ー活 動を おこ なっ たこ とが ボン タン の受 賞に つな がっ たこ とが 推測
される。  
1 3  白人芸人であるアル・ジョルソン（ Al  Jo lson ,  1886 -1950）は、 1930









1 4  キング牧師の妻のコレッタ・スコット・キング（ C oret ta  Scot t  King ,  
1927 -2006）の名前にちなんで創設された。クレア・ギャトレル・ス







1 6  ラレッタ・ヘンダーソン（ Laret ta  Hend erson）の Ebony  Jr !  （ 2008）
に、 E bony  Jr !  の内容と歴史的意義が詳述されている。  
1 7  同じ黒人少女であったとしても、救われることのなかったピコーラ
（ Pico la）と異なり、姉や母との女性共同体の中で守られていたジェ
ニファ（ Jenn i fe r）はふみとどまり、「愛とは自分自身を愛すること」
( “ l ove  means  learning  to  l ove  herse l f ” )だと発見する（ Beau l ieu   70）。 








                                                                                                                                                     
1 9  ヒ ギ ン ソ ン の 生 涯 は テ ィ ル デ ン ・ エ デ ル シ ュ タ イ ン （ Ti lden  G .  
Edels te in）の論を参照。南北戦争時の歌謡文化に対するヒギンソンの
影響はジョン・ピッカー（ John  Pi cker）が詳しく論じている。  
2 0  黒人霊歌では重要な要素である。伝道集会の参加者は、互いに信仰を
確認しあうように、牧師のリードに続いて大声で聖書の一節をくり返
し、それに合わせて手拍子を打ったり、体を揺らしたりする。 “Swing 
Law,  Sweet  Chari ot ”の歌詞でも、  
 
  説教者：静かに揺れよ、二輪馬車  
  会衆：私をわが家に連れ帰るためにやってくる  
 説教者：静かに揺れよ、二輪馬車  
 会衆：私をわが家に連れ帰るためにやってくる  
 説教者：私より前に、あなた方が家に着くなら  
 会衆：私をわが家に連れ帰るためにやってくる  
 説教者：友に伝えてください、私もすぐに行くよと  
 会衆：私をわが家に連れ帰るためにやってくる  
Preacher :  Swing  l ow,  sweet  char io t  
Congregat i on :  Comi ng  f or  to  carry  me  home  
Preacher :  Swing  l ow,  sweet  char io t  
Congregat i on :  Comi ng  f or  to  carry  me  home  
Preacher :  I f  you  ge t  there  be fo re  I  do  
Congregat i on :  Comi ng  f or  to  carry  me  home  
Preacher :  Te l l  a l l  my  fr i ends ,  I ’m  coming  too  
Congregat i on :  Comi ng  f or  to  carry  me  home  
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（ Wil l iams  Web）  
 
と、わが家になぞらえた天国へ行くことについて、説教者と参加者の






ンド・レスポンスを行きかわせている（中山 Web）。  
2 1  「地下鉄道」の総括的な歴史は、1898 年に出版されたウィルバー・H・
シーバート（ Wilbur  H.  Sieber t）の著作に詳しい。オハイオ州には、




2 2  S t .  Ni cho las は月刊で販売されたのち、表紙を外して 6 か月ないしは
1 年分をまとめて合冊にして再販した。現在流通している本の多くが
合冊版で、今回の調査では 1920 年 10 月号と 12 月号の表紙絵を手に
入れることはできなかった。しかし、1921 年の表紙の多くもレリエイ
が担当していたことを考えると、 10 月号と 12 月号でもコンセプトに
大きな変化はないと類推できる。1920 年代の表紙絵は、主にチャール




                                                                                                                                                     
学校（ Pennsy lvania  Aca d emy o f  the  F ine  Ar ts）に学んだのちパリに
渡った。 St .  Ni cholas のほか、大人向けの月刊教養雑誌 Munsey でも
仕事をし、その絵は、写実的で、白人の明るさに満ちている。  
2 3  他方で、 20 世紀前半までの女性のスレイブ・ナラティブはこのパタ
ーンと相いれない。ハリエット・アン・ジェイコブズ（ Harrie t  Ann  





















                                                                                                                                                     
さらに、奴隷の母性は子殺しと悲劇的に結びつく。1856 年に、マー









「これは人から人へと伝える物語ではなかった」（ “This  i s  no t  a  s to ry 









2 4  ジョン・ヘンリーのルーツとなる人物について、カーリン・ヘンペル  
（ Carl ene  Hempe l）は、1840 年代か 50 年代にノース・カロライナ州




                                                                                                                                                     
土の再建設のためチェサピーク＆オハイオ鉄道会社（ Chesap eake  and 
Ohio  Rai l way）に低賃金で雇われた人物を挙げている（ Hempel  Web）。
スコット・レイノルズ・ネルソン（ Scot t  Reynolds  Nelson）も、Stee l  
Dri ven ’ Man John  Henry :  The  Unto ld  Story  o f  an  A mer ican  Legend
（ 2006）で 1870 年代にヴァジニア州で窃盗罪 により捕まったジョ






2 5  アフリカン・アメリカン以外の作家による再話はバラッド寄りになる
ように見受けられる。ニューヨークに育ち、アフリカン・アメリカン
の隣 人と 親し く付 き合 って いた ユダ ヤ系 の絵 本作 家エ ズラ ・ジ ャッ
ク・キーツ（ Ezra  Jack  Keats ,  1916 -83）の John  Henry :  An Ameri can  
Legend（ 1965）では、白人である自分と黒人である隣人の友愛関係を
反映するかのように、ジョン・ヘンリーと対決する蒸気掘削機を運転














全 員 で 追 悼 す る 。 白 人 の 詩 人 ス テ ィ ー ブ ・ サ ン フ ィ ー ル ド （ Steve  
San f ie ld ,  1943 -2015）の絵本 A Natura l  Man:  The  True  Story  o f  John 
Henry  （ 1986）はモノトーンで構成され、ジョン・ヘンリーには困
惑 し た よ う な 表 情 が つ き ま と う 。 キ ー ワ ー ド は 「 自 然 の 男 」（ “ the  
natural  man”）で、理性や利害関係ではなく本能のままに行動するジ
ョン・ヘンリーの人生に焦点が合っている。 21 世紀の John Henry  
（ Carol  Ot to lenghi  & Steve  Hae fe l e ,  2013）では、結婚相手の名前は




2 6  「虹を肩にまきつける」という表現は、テレビのボードヴィル・ショ
ウで人気を博した東欧出身の白人の芸人アル・ジョルソン（ Al  Jo lson ,  
1886 -1950）の  “There ’s  A Rainbow Round  My Shoulder  ”（ 1928）
という恋の歌に由来するようである。「ぼくの肩には虹がある /見上げ
れば青空  /  この太陽の輝き  /  世界は素敵  /  だってぼくは恋をして
いるんだ」（“ There ' s  a  ra inbow ' r ound  my  shoulder  /  And  a  sky  o f  
b lue  above  /  How the  sun  sh ines  br ight  /  The  wor ld ' s  a l l  r i gh t  /  
' cause  I 'm  in  love”）という歌詞自体には黒人と結びつく要素はない
が、 1920 年代から 30 年代にかけて、ジョルソンが黒塗りの顔と厚い
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唇の メー キャ ップ を施 した ミン スト レル 芸人 とし て活 躍し てい たた
め、皮肉にも黒人文化と結びつけられるようになった。他方で、アフ
リカン・アメリカン作家は、ジョルソンが示したミンストレル的なイ
メー ジを 転覆 し、 虹の 積極 的な 面に 目を 向け る。 民俗 学者 のハ ワー
ド・ワシントン・オダム（ Howard  Washington  Odum,  1884 -1954）
の フ ィ ク シ ョ ン Black  Ulysses  Ser ies の Rainbow R ound  My 
Should er  （ 1928）は、南部黒人のジョン・ウェズリー・ゴードン（ John  
Wesl ey  Gordon）の放浪に合わせて、黒人の歌や民話を紹介する 3 部
作の 1 作目で、ユリシーズに見立てられたゴードンの出立を虹のイメ
ージで祝福する。黒人舞踏家のドナルド・マッカイル（ Donald  McKayle ,  
1930 -） に よ る コ レ オ グ ラ フ ィ ー  “Ra inbow Round  My Shoulder ”  
（ 1959）は、 7 人の黒人チェインギャング（鎖につながれながら炭鉱
や材木収集などの肉体労働に従事する囚人）と自由をイメージしたひ
とりの黒人女性が登場し、 7 人に救いがもたらされる。  
2 7 ペンシルヴァニア州のカーライル・インディアン工業学校（ Car l i s le  
Ind ian  Indus tr i a l  Schoo l ） の 校 長 だ っ た リ チ ャ ー ド ・ プ ラ ッ ト
（ Richard  H.  Prat t ,  1840 -1924）の「インディアンを殺し、人間を救









                                                                                                                                                     
ェラルド・マクダーモット（ Gerald  McDermot t ,  1941 -）の Arrow to  
the  Sun  （ 1974）では、中南米のインディオ風の抽象的かつプリミテ
ィブな図柄やモチーフが使われている。現代でも、たとえばシンデレ
ラの類話である The  Rough -Faced  Gi r l  （ Mart in ,  1992）で、醜い末
娘が見ることのできる偉大な「見えない男」（ The  Invis ib le  Man）は
大自然のスピリットであり、自然と調和して美しく表現されている。 
2 9  差別撤廃を訴え、当時、座席が人種で分けられていたバスに黒人と白
人のグループが並び席で同乗し、長距離バスに乗ってワシントン D.C.
から南部に向かっていく運動。バスに火炎瓶が投げられたり、ターミ
ナル で待 ち構 える 群衆 から 引き ずり 降ろ され て暴 行を 受け たり する
危険と隣り合わせだった。  
3 0  バスは、車を持てない者や運転できない者、すわなち弱者を運ぶ公共
交通機関の象徴でもある。アフリカン・アメリカンがバスのボイコッ








2001 年の The  Land では、ネイティブ・アメリカンは「ネイション」




                                                                                                                                                     
ミシシッピ州に去ったと聞いたポールは、会ったことのない祖父のこ
とを懐かしく考え、「この土地は（ …）最初はカナティたちのものだっ




3 2  類話の展開についてはオリビア・スミス・ストーリー（ Ol iv ia  Smi th  
Storey）の論（ 1 -34）に詳述されている。  




3 4  1830 年の「インディアン移住法」（ Ind ian  Removal  A ct）に基づき、
1838 年にネイティブ・アメリカンのチェロキー族 15 ,000 人をジョー
ジア州に集め、後にオクラホマ州となる地域のインディアン居留地ま
で徒歩で強制移動させたことを指す。旅の中で約 4 ,000 名が亡くなっ
た。  
3 5  ハミルトンの自伝的な Ar i l la  Sun  Down  （ 1976）では、地域社会の
中で際立って個性的な家族を持つ少女アリラ（ A ri l la）が、自分のア
イデンティティをどのように確立しようか逡巡した末に、言葉を聞き、






                                                                                                                                                     
ていく。  
3 6  自由の買戻しの例は多く、身内が働いて送金する例もあった。だが、
この支払いは強い心理的抵抗も生む。自由を買い戻す場合、所有者の
言い値でなければならないが、自由を買うという矛盾への葛藤につい
て、たとえば元奴隷のハリエット・ジェイコブズ（ Harrie t  Jacobs ,  




個 の 財 産 だ と は ど う し て も 見 な せ な か っ た 」（ “The  money  I  had  
earned ,  I  was  d es i rous  to  d evote  t o  the  educat i on  o f  my  ch i ldren ,  
and  to  secure  a  home  for  them.  I t  seemed  not  on ly  hard ,  bu t  un jus t ,  
to  p ay  f or  myse l f .  I  cou ld  no t  p oss ib l y  regard  mysel f  as  a  p iece  o f  
proper ty”  Jacobs [邦訳 ] Chapter  38）と述べ、所有者のフリント
医師（ Dr.  F l in t）に強い拒否感を持っている。  
3 7    
 
3 8  タブマンは、ストウに敬意を表しながらも、 Uncle  Tom ’s  Cabin の芝   
 居は決して見に行かないと述べ、実際の奴隷制度と舞台の上での乖離、   
 また、奴隷の演技への嫌悪を示している。  
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Inst i tu te  f or  Research  on  the  Afr i can  Diaspora  in  the  A mer icas  and  
the  Car ibbean  Web）  
4 0  この連接は、現代には新たな展開を示す。アンテベラム期から南  北
戦争 が終 わる まで 奴 隷 制度 廃止 運動 に関 わっ てい た 運 動家 たち の多
くが 、南 北戦 争後 には 次の 被抑 圧者 の救 済に 動き 始め た。 ソジ ャー
ナ・トゥルースは、南北戦争後に婦人参政権の運動に参加している。
オハイオ州シンシナティに 2004 年に設立された国立地下鉄道自由セ
ンター（ National  Underground  Rai l road  Freedom Center）は、歴史
遺産である「地下鉄道」を扱うだけでなく、現在、世界各地で進行中
の人身売買や、奴隷のように搾取される労働者の問題も扱い、啓蒙を
進めている。   
4 1  祖父母の昔話を聞いたり、歴史を学んだり、タイムトラベルで過去を
さかのぼったりすることで、主人公の子どもが励ましを得る作品は、
これまでにも書かれている。ジョアン・ロックリン（ Joanne  Rockl in ,  
1946 -）の Strudel  Stor ies（ 1999）は、伝統菓子であるリンゴのシュ
トルーデルを台所で焼きながら、ユダヤ系の家族の苦労のお話がユー
モアをまじえて語られていく。イギリスのバーリー・ドハティ（ Berl ie  









4 2  この連帯の姿勢について、男が ｢脈打つ血の赤 ｣（ “ throbbing  b l ood -red ”  
Hami l ton  Jun ior  B rown  136）で描かれている点に共産主義や 1960
年代の左翼思想を見いだすことも可能かもしれない。ハミルトンが通
ったニュー・スクール・フォー・ソーシャル・リサーチ（ New Schoo l  
fo r  Soc ia l  R esearch）は、第一次世界大戦下の 1918 年に、検閲や外




在はニュースクール大学（ The New School  Unive rs i ty）と名前を変
えている。第二次世界大戦時にはユダヤ系を始めとする亡命してきた
多くの知識人を迎え入れ、1933 年にロックフェラー財団の支援を受け











                                                                                                                                                     
メリカ児童文学界で、多様性をもたらす作家として歓迎されたのは、
政治 的な 中立 性と 白人 への 共感 も含 めた リベ ラリ ズム がそ の土 台 に
なったからであり、ホームレスや過干渉な親を持つ若者に焦点を合わ
せることによって、多様なアメリカ人が包含できるように巧妙に構想
されている点が戦略的である。Junior  B rown が発表された 1971 年は、
冷戦を背景に 1960 年から続いてきたベトナム戦争に大衆からの批判
が高まり、反戦運動が盛んになっていた。日本語版訳者の掛川恭子は、
解説で、惑星という共同体に「フラワーチルドレン」（ [邦訳 ]  309）と
同じ哲学を見いだしている。フラワーチルドレンとは 1960～ 70 年代
にベトナム戦争での徴兵や派兵に反対し、「花または花の力」（ “F lower  
aka  Flower  power ”）というスローガンを掲げて平和的な運動を展開
し、全身を花で飾ったり、銃口に花を挿すパフォーマンスをおこなっ
たりしたムーブメントの参加者を指す。ハミルトンが 1960 年代の左
翼思想としてアイン・ランド（ Ayn  Rand ,  1905 -82）の影響を受け、
Junior  B rown が The Fountainhead  （ 1943）のパロディになってい
ることは、藤森かよ子参照（ Web）。 Jun ior  B rown には、奴隷制度に
由来するアフリカン・アメリカンの理想と 1960 年代の左翼思想が混
淆しているともいえるかもしれない。  
4 3  アフリカ北西部のセネガルからチャドにかけての広い範囲で、主にフ
ラ（ F ula）人が用いる言語である。 1 ,400 万人の話者がいる。  
4 4  アフリカ西部のニジェール・コンゴ語族に属し、ナイジェリアやトー
ゴに住むヨルバ（ Yorùbá）人が用いる言語である。  








4 6  W・ T・ラモン・ジュニア（ W. T.  Lhamon  Jr.）は、ヒップホップの
ダンスをミンストレル・ショウにおけるジム・クロウ像やブラック・





（ “The  surge  o f  h ip  hop  moves  and  rap  hand  i ta l i cs  through 1980s  
into  the  1990s  i s  another  ins tance  o f  par t i cu l ar  char ismat ic  
ges tures  o rgani z ing  t ransnat i onal  publ i cs  jus t  as  Ri ce  d id  in  the  
1830s  when  he  danced  J im Crow.  T his  recent  surge  i s  very  much  





4 7   アフリカン・アメリカン児童文学批評が追及してきたように、 60 年
代のアメリカ児童文学の中で、白人作家がアフリカン・アメリカンの
シニフィアンに深く入り込むことは難しい。ナット・ヘントフ（ Nat 




                                                                                                                                                     
のは天才ジャズメンの黒人モーセ・ゴッドフリー（ Moses  Godfrey）
ではなくトムであり、モーセの息子のフレッド（ Fred）は黒い肌を呪
い、ジャズを嫌悪している。E・L・カニグズバーグ（ E .  L .  Konigsburg ,  
1930 -2013）の Jenni fer,  Hecate ,  Macbeth ,  Wi l l iam McKinley,  and  Me ,  
E l izabeth  （ 1967）でもエリザベス（ El izabeth）が一緒に魔女修行
をおこなう隣家のジェニファ（ Jenni fe r）の他者性は、学校参観でジ
ェニファがアフリカン・アメリカンであること（ Chapter  5）と連動
し、肌の色によって補完される。  
4 8マ ル テ ィ ニ ー ク 島 出 身 の 詩 人 エ ド ゥ ア ー ル ・ グ リ ッ サ ン （ Édouard  
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The Brownies’ Book 1920年 1月号～1921年 11月号 
 
① January, 1920. Photograph by Battey. (1) 
 
② February, 1920. Photograph of Abbate's Bust of 
a Boy:“I am an American Citizen.”(35) 
 
③ March, 1920. Cover Drawing by Albert Smith. 
(69)  
 





⑤May, 1920. “Winding the May Pole” by Laura 
Wheeler. (137) 
 
⑥ June, 1920. Cover Drawing by Hilda 
Wilkinson. (171) 
 
⑦ July, 1920. "From Generation to Generation" by 
Albert A. Smith. (205) 
 





⑨ September, 1920. “The School Girl”: Portrait of 
Charlotte Elizabeth Crawford. (273) 
 
⑩ October, 1920. “October Maid”by Louisa R. 
Latimer. (307) 
 
⑪ November, 1920. “The Election Bonfire” by Laura 
Wheeler. (341) 
 
⑫ December, 1920. “Jolly Old Saint Nicholas” by 




⑬ January, 1921.“Happy New Year”by Hilda Rue 
Wilkinson. (411) 
 
⑭ February, 1921. “Be My Valentine” by Hilda 
Rue Wilkinson. (445) 
 
⑮ March, 1921. “In Spite of Wind and Weather”by 
Marcellus Hawkins. (479) 
 




⑰ May, 1921.“The Merry Month of May” by Laura 
Wheeler. (547) 
 
⑱ June, 1921.“The Baby Belle” by H. Curtis 
Brown. (581) 
 
⑲ July, 1921.“Vacation Begins” by Hilda Rue 
Wilkinson. (611) 
 





㉑September, 1921. “My! But It Is Hard To 
Choose!”by Marcellus Hawkins. (671) 
 
㉒October, 1921. “How Would You Like To Go Up 
In A Swing?”by Albert Alex Smith. (701) 
 
㉓ November, 1921.“A Maiden of Algiers” by Hilda 
Rue Wilkinson. (731) 
 
出典  Du Bois, W. E. B. ed. The Brownies Book. New York: Du Bois and Dill, 1920-21. The Library of Congress. The 
Rare Book and Special Collections Division. 20 July. 2016. <http://hdl.loc.gov/loc.rbc/ser.01351>.  
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The Crisis 1920年 1月号～12月号 
  
 
㉔ Jan, 1920.“Woman of Santa Lucia”Photograph by Brown 
and Dawson.  
 
㉕ February, 1920.“Portrait of Harry Elan.”By 
Frank Walts. 
 
㉖ March, 1920.“Photograph.”By Battey. 
 





㉘ May, 1920.“Portrait of Mattie Fleming.”by Frank 
Walts. 
 
㉙ June, 1920.“Drawing.”By Lucie Rogers and Hilda 
Wilkinson. 
 
㉚ July, 1920.“Portrait of Eva R. Marshall.” 
 
㉛August, 1920.“Portrait of a Young 




㉔～㉟ 出典 “The Crisis:A Record of the Darker Races Du Bois, W. E. Burghardt (editor) New York: National 
Association for the Advancement of Colored People, 1910-11 / 1922-12” The Modernist Journals Project. Brown 
University and the University of Tulsa. 20 July.  2016. <http://hdl.loc.gov/loc.rbc/ser.01351>. Path: Journals⇒The 
Crisis.  
 
㉜ September, 1920.“Photograph of C. Matey’s 
Bust of a Negro.”  
 
㉝ October, 1920.“Home of A. H. Herndon, Atlanta.” 
 
㉞ November, 1920.“Drawing by Frank Walts” 
 
㉟ December, 1920.“Dark Womanhood Unredeemed.” 
After the painting by J. H. Caines. 
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St. Nicholas Magazine for Boys and Girls. 1920年 1～9, 11月号 
出典 ㊱～㊴ Hathi Trust Digital Library. “St. Nicholas： a monthly magazine for boys and girl. ... v.47 pt.1 
1919-1920 Nov-Apr.”original from University of Michigan. 20 July. 2016. 
<http://hdl.handle.net/2027/mdp.39015068521726>. 
 
㊱ January, 1920.  
 
 
㊲ February, 1920. 
 
㊳ March, 1920. 
 







㊵ May, 1920. Drawn by C. M. Relyea. 
 
㊶ June, 1920. Drawn by C. M. Relyea. 
 
㊷ July, 1920. Drawn by C. M. Relyea. 
 











㊹Sep, 1920.  Drawn by C. M. Relyea. 
 
㊺Nov, 1920. Drawn by C. M. Relyea. 
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した神戸女学院大学文学部英文学科吉田純子元教授、つねに新しい学びを与えてくださる
日本イギリス児童文学会の先生方、白百合女子大学大学院でともに学んだ大切な友人たち、
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をなせと言い続けてくれた父に心から感謝します。 
